
ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

三
五

ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義

池　
　

田　
　
　
　
　

実

は
じ
め
に

一　

制
定
過
程
の
概
略

二　

基
本
原
理

　

1　

憲
法
典
の
構
成

　

2　

基
本
原
理

　
　

⑴　

国
民
主
権
原
理
の
復
権

　
　

⑵　

硬
性
憲
法
原
理
の
実
質
化

　
　

⑶　

憲
法
的
地
位
を
有
す
る
「
基
本
方
針
」

三　

統
治
機
構

　

1　

立
法
権

論　

説

（
九
七
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
六

　
　

⑴　

二
院
制
国
会

　
　

⑵　

両
院
の
組
織
・
選
挙
制
度

　
　

⑶　

国
会
議
員
の
地
位

　
　

⑷　

国
会
・
各
議
院
の
自
律
性

　
　

⑸　

議
会
活
動
の
諸
原
則

　
　

⑹　

国
会
の
権
能

　

2　

執
行
権

　
　

⑴　

国
王

　
　

⑵　

大
臣

　
　

⑶　

枢
密
院

　

3　

司
法
権

　

4　

地
方
制
度

　

5　

国
軍
と
民
兵

四　

自
由
及
び
権
利
並
び
に
義
務

　

1　

出
版
の
自
由

　

2　

宗
教
的
寛
容

　

3　

そ
の
他
の
自
由
及
び
権
利
並
び
に
義
務

む
す
び
に
か
え
て

（
九
七
八
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

三
七

は
じ
め
に

一
九
世
紀
初
頭
に
始
ま
る
ス
ペ
イ
ン
の
近
代
憲
法
史
に
登
場
し
た
数
多
く
の
憲
法
の
な
か
に
は
、
歴
史
記
述
と
し
て
は
と
も
か
く
、
法

的
な
観
点
か
ら
の
評
価
に
い
さ
さ
か
難
が
あ
る
た
め
に
、
軽
視
な
い
し
無
視
と
い
う
扱
い
を
受
け
る
こ
と
の
多
い
も
の
が
あ
る
。

一
八
〇
八
年
憲
法
（
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
憲
法
）、
一
八
三
四
年
王
国
憲
章
、
フ
ラ
ン
コ
時
代
の
基
本
法
体
制
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
表
面
的
な
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
制
度
の
し
く
み
を
丁
寧
に
解
明
し
、
こ
れ
を
歴
史
的
文
脈
に
位
置
づ

け
て
い
く
と
、
い
ず
れ
の
憲
法
・
国
家
体
制
も
、
憲
法
史
に
お
け
る
そ
れ
な
り
の
意
義
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
重
要
か
つ
決
定
的
な

意
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
憲
法
は
、
萌
芽
的
な
自
由
・
権
利
保
障
と
権
力
の
共
同
行
使
を

通
じ
た
君
主
権
限
へ
の
制
約
を
含
み
、
そ
の
自
由
主
義
的
性
格
が
カ
デ
ィ
ス
憲
法
の
素
地
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
ス
ペ
イ
ン
憲
法
史
の

〝
名
悪
役
〞
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
人
自
身
の
立
憲
主
義
的
自
覚
の
形
成
を
促
し
た
（
1
）

。
王
国
憲
章
は
、
成
文
憲
法
の
限
界
に
つ
い
て
の
認
識

に
立
ち
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
不
文
憲
法
流
儀
を
持
ち
込
ん
で
、
ス
ペ
イ
ン
固
有
の
現
実
に
即
し
た
立
憲
主
義
体
制
を
確
立
し
よ
う

と
す
る
試
み
で
あ
り
、
そ
の
後
の
ス
ペ
イ
ン
議
会
君
主
制
の
あ
り
方
を
占
う
よ
う
な
制
度
・
慣
行
を
生
み
出
し
た
（
2
）

。
フ
ラ
ン
コ
時
代
に

は
、
ど
ん
な
内
容
の
法
律
で
も
、
立
法
者
が
意
欲
す
れ
ば
、
基
本
法
（ley fundam

ental

）
す
な
わ
ち
最
高
法
規
と
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
た
め
に
、
第
八
番
目
の
（
最
後
の
）
基
本
法
と
し
て
一
九
七
七
年
に
成
立
し
た
政
治
改
革
法
が
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
と
の
法
的
連

続
性
を
維
持
し
た
ま
ま
ス
ム
ー
ズ
な
民
主
化
を
可
能
に
し
、
そ
れ
が
現
行
一
九
七
八
年
憲
法
の
誕
生
に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
（
3
）

。

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
憲
法
史
に
は
も
う
一
つ
、
い
う
な
れ
ば
「
落
ち
穂
拾
い
」
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

憲
法
が
あ
る
。
一
八
五
六
年
憲
法
で
あ
る
。

（
九
七
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
八

一
八
五
四
年
に
、
穏
健
・
保
守
的
な
一
八
四
五
年
憲
法
の
下
で
、
い
わ
ゆ
る
七
月
革
命
が
起
き
た
。
政
権
を
掌
握
し
た
自
由
主
義
進
歩

派
（P

rogresistas

）
は
、
一
八
四
五
年
憲
法
を
廃
止
し
、
新
た
に
選
挙
さ
れ
た
一
院
制
の
憲
法
制
定
議
会
に
お
い
て
、
進
歩
主
義
的
な
価

値
観
を
反
映
す
る
新
憲
法
の
制
定
に
着
手
し
た
。
制
憲
議
会
は
、
休
会
期
間
を
除
い
て
も
、
約
一
年
五
か
月
の
長
い
時
間
を
か
け
て
起
草

作
業
と
審
議
を
続
け
、
よ
く
練
り
上
げ
ら
れ
た
正
文
九
二
か
条
と
経
過
規
定
一
か
条
を
も
つ
憲
法
と
、
憲
法
的
地
位
を
有
す
る
大
部
の
附

帯
条
令
を
完
成
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
事
情
か
ら
、
憲
法
も
附
帯
条
令
も
公
布
の
手
続
が
と
ら
れ
な
い
で
い
る
う
ち
に
、

政
局
の
変
動
に
よ
り
制
憲
議
会
は
解
散
さ
れ
、
結
局
こ
の
憲
法
は
施
行
さ
れ
ず
に
終
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、

一
八
五
六
年
憲
法
は
し
ば
し
ば
、「
未
公
布
の
憲
法
」（C

onstitución no prom
ulgada

）
と
か
「
生
ま
れ
な
か
っ
た
憲
法
」（C

onstitución 

non nata

）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
布
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
八
五
六
年
憲
法
を
括
弧
に
入
れ
た
ま
ま
で
は
、
一
八
一
二
年
憲
法
（
カ

デ
ィ
ス
憲
法
）
か
ら
一
八
三
七
年
憲
法
に
受
け
継
が
れ
た
自
由
主
義
進
歩
派
的
憲
法
流
儀
が
、
そ
の
後
の
反
動
や
曲
折
を
経
て
、
ど
の
よ

う
に
一
八
六
九
年
憲
法
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
憲
法
史
に
関
す
る
代
表
的
著
作
の
な

か
で
、
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
憲
法
を
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
し
て
い
る
Ｊ
・
ト
マ
ス
・
ビ
ジ
ャ
ロ
ー
ジ
ャ
で
す
ら
、「
制
憲
議
会
の
議
論
の
な
か

で
表
明
さ
れ
た
諸
原
理
で
あ
る
と
い
う
点
、
進
歩
主
義
的
理
念
が
明
瞭
に
反
映
さ
れ
て
い
る
内
容
と
い
う
点
、
い
く
つ
か
の
急
進
的
な
構

想
の
な
か
に
政
治
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
変
化
が
表
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
、
一
八
六
八
年
革
命
に
お
い
て
成
熟
す
る
こ
と
に
な
る
思
想
を

先
取
り
し
て
い
る
点
（
4
）

」
を
理
由
に
、
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
を
研
究
す
る
こ
と
の
学
術
的
意
義
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
完
結
し
た
成
文
憲
法
典
と
し
て
の
一
八
五
六
年
憲
法
と
そ
の
附
帯
条
令
（
5
）

そ
れ
自
体
の
法
的
・
政
治
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
が
一
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
立
憲
主
義
の
本
質
を
解
明
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
九
八
〇
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

三
九

一　

制
定
過
程
の
概
略

一
八
五
四
年
七
月
、
イ
サ
ベ
ル
二
世
の
王
室
に
支
配
さ
れ
た
穏
健
派
政
権
の
打
倒
を
め
ざ
し
て
オ
ド
ン
ネ
ル
将
軍
が
軍
事
ク
ー
デ
タ

（pronunciam
iento m

ilitar

）
を
起
こ
す
と
、
こ
れ
に
進
歩
派
が
合
流
し
、
エ
ス
パ
ル
テ
ー
ロ
を
首
相
と
す
る
進
歩
派
政
権
が
誕
生
し
た
。

い
わ
ゆ
る
七
月
革
命
で
あ
り
、
こ
こ
に
始
ま
る
「
進
歩
派
の
二
年
間
」（B

ienio P
rogresista

）
が
新
憲
法
制
定
の
舞
台
と
な
る
。

進
歩
派
政
権
の
下
、
同
年
八
月
一
一
日
の
王
令
に
よ
り
一
八
四
五
年
憲
法
が
廃
止
さ
れ
た
。
進
歩
派
が
支
配
し
て
い
た
一
八
三
七
年
当

時
の
選
挙
法
に
基
づ
い
て
、
一
〇
月
四
〜
六
日
に
憲
法
制
定
議
会
（
一
院
制
）
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
三
四
九
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

進
歩
派
は
か
ろ
う
じ
て
過
半
数
を
確
保
し
、
残
り
を
自
由
主
義
連
合
、
民
主
派
、
穏
健
派
等
が
占
め
る
制
憲
議
会
が
組
織
さ
れ
た
。

一
一
月
八
日
、
制
憲
議
会
が
召
集
さ
れ
、
進
歩
派
主
導
の
第
一
立
法
期
が
始
ま
っ
た
。
制
憲
議
会
内
部
に
憲
法
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

こ
れ
が
憲
法
正
文
の
起
草
に
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の
議
員
た
ち
は
、
憲
法
正
文
と
同
等
の
法
的
地
位
を
有
す
る
附

帯
条
令
の
作
成
に
当
た
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
憲
法
委
員
会
を
中
心
に
、
八
か
月
に
わ
た
る
起
草
作
業
と
審
議
が
行
わ
れ
た
後
、
制
憲
議
会

は
一
八
五
五
年
七
月
一
七
日
に
休
会
し
、
夏
季
休
暇
に
入
っ
た
。

一
〇
月
一
日
、
制
憲
議
会
の
第
二
立
法
期
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
革
命
的
な
狂
熱
ム
ー
ド
は
冷
め
て
い
た
。
そ
れ
で
も

二
か
月
半
後
の
一
二
月
一
四
日
に
は
、
九
二
か
条
の
憲
法
正
文
が
ま
と
ま
り
、
制
憲
議
会
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で

は
憲
法
の
公
布
は
棚
上
げ
と
な
っ
た
。
女
王
イ
サ
ベ
ル
二
世
が
こ
れ
を
裁
可
せ
ず
、
ま
た
、
附
帯
条
令
も
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
制
憲
議
会
は
、
さ
ら
に
半
年
を
か
け
て
起
草
作
業
を
継
続
し
、
一
八
五
六
年
六
月
一
八
日
、
附
帯
条
令
と
し
て
七
つ
の
「
基

本
方
針
」（B

ases

）
を
制
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
も
憲
法
正
文
と
附
帯
条
令
は
公
布
に
至
ら
ず
、
七
月
一
日
、
制
憲
議
会
は
、

（
九
八
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
〇

一
〇
月
一
日
の
再
開
を
期
し
て
休
会
に
入
っ
た
。

こ
の
休
会
中
に
政
局
の
変
動
が
起
き
る
。
七
月
一
四
日
、
エ
ス
パ
ル
テ
ー
ロ
が
首
相
を
辞
任
し
、
代
わ
っ
て
首
相
と
な
っ
た
オ
ド
ン
ネ

ル
は
、
九
月
二
日
に
制
憲
議
会
を
正
式
に
解
散
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
「
進
歩
主
義
の
二
年
間
」
は
幕
を
閉
じ
、
完

成
し
て
い
た
新
憲
法
は
「
未
公
布
」
の
ま
ま
歴
史
的
文
書
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
オ
ド
ン
ネ
ル
政
権
は
、
一
八
五
六
年
九
月
一
五
日
の
王
令
「
ス
ペ
イ
ン
王
国
憲
法
の
附
帯
条
令
」
に
よ
り
、
一
八
四
五
年
憲

法
を
改
正
し
た
。
し
か
し
こ
の
改
正
は
、
一
か
月
後
の
一
〇
月
一
四
日
の
王
令
に
よ
り
撤
回
さ
れ
、
一
八
四
五
年
憲
法
が
完
全
復
刻
し
た

が
、
翌
五
七
年
七
月
一
七
日
の
王
令
「
憲
法
改
正
法
」
に
よ
る
再
改
正
で
、
上
院
が
貴
族
院
的
な
も
の
に
戻
さ
れ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
、

一
八
六
四
年
四
月
二
〇
日
の
改
正
で
三
た
び
一
八
四
五
年
憲
法
が
完
全
復
刻
さ
れ
、
そ
れ
が
結
局
一
八
六
九
年
ま
で
存
続
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

基
本
原
理

1　

憲
法
典
の
構
成

一
八
五
六
年
憲
法
は
、
冒
頭
に
ご
く
簡
潔
な
公
布
文
を
置
き
、
正
文
計
九
二
か
条
と
経
過
規
定
一
か
条
を
も
つ
成
文
憲
法
典
で
あ
る
。

そ
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
編
「
国
民
及
び
ス
ペ
イ
ン
人
」（D

e la N
ación y de los españoles

）
一
〜

一
四
条
、
第
二
編
「
国
会
」（D

e las C
ortes

）
一
五
〜
一
六
条
、
第
三
編
「
上
院
」（D

el S
enado

）
一
七
〜
二
三
条
、
第
四
編
「
下
院
」

（D
el C
ongreso de los D

iputados

）
二
四
〜
二
七
条
、
第
五
編
「
国
会
の
開
催
及
び
権
能
」（D

e la celebración y facultades de las 

C
ortes

）
二
八
〜
四
七
条
、
第
六
編
「
国
王
」（D

el R
ey

）
四
八
〜
五
四
条
、
第
七
編
「
王
位
継
承
」（D

e la suceción de la C
orona

）

（
九
八
二
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

四
一

五
五
〜
五
九
条
、
第
八
編
「
国
王
の
未
成
年
及
び
摂
政
」（D

e la m
enor edad del R

ey y de la R
egencia

）
六
〇
〜
六
四
条
、
第
九
編
「
大

臣
」（D

e los m
inistros

）
六
五
〜
六
六
条
、
第
一
〇
編
「
司
法
権
」（D

el poder judicial

）
六
七
〜
七
三
条
、
第
一
一
編
「
県
議
会
及
び

市
参
事
会
」（D

e los D
iputaciones P

rovinciales y de los A
yuntam

ientos

）
七
四
〜
七
七
条
、
第
一
二
編
「
租
税
」（D

e las 

contribuciones
）
七
八
〜
八
三
条
、
第
一
三
編
「
国
軍
」（D

e la fuerza m
ilitar nacional

）
八
四
〜
八
五
条
、
第
一
四
編
「
海
外
諸
県
の

統
治
」（D

el gobierno de las provincias de U
ltram

ar

）
八
六
条
、
第
一
五
編
「
憲
法
改
正
」（D

e la reform
a de la C

onstitución

）
八
七

〜
九
二
条
、
そ
れ
に
経
過
規
定
（A

rtículo transitorio

）
で
あ
る
。

2　

基
本
原
理

⑴　

国
民
主
権
原
理
の
復
権

一
八
五
六
年
憲
法
一
条
は
、「
す
べ
て
の
公
権
力
は
、
本
質
的
に
主
権
の
存
す
る
国
民
（N

ación

）
に
由
来
し
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
基

本
法
（leyes fundam

entales

）
を
制
定
す
る
権
利
は
、
国
民
の
み
に
排
他
的
に
属
す
る
」
と
定
め
る
。
カ
デ
ィ
ス
憲
法
三
条
と
同
様
の
文

言
を
用
い
て
国
民
主
権
を
謳
い
、
そ
の
う
え
で
、
主
権
者
た
る
国
民
が
公
権
力
の
淵
源
で
あ
る
旨
を
付
け
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
八
五
六
年
憲
法
の
簡
潔
な
公
布
文
は
、「
憲
法
制
定
議
会
（C

ortes constituyentes

）
は
、
そ
の
権
能
を
行
使
し
て
、
以
下
の
と
お
り
規

定
し
裁
可
す
る
」
と
述
べ
、
憲
法
制
定
権
力
は
国
民
代
表
た
る
議
会
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
を
裁
可
す
る
権
限
も
国
王
で
は
な
く
議

会
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
示
唆
し
て
い
る
。

欽
定
な
い
し
君
民
協
約
の
憲
法
と
み
ら
れ
る
一
八
三
四
年
王
国
憲
章
（E

statuto real

）
は
も
ち
ろ
ん
、
一
八
三
七
年
憲
法
（
6
）

に
も
、
続
く

一
八
四
五
年
憲
法
に
も
、
国
民
主
権
を
明
記
す
る
条
項
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
憲
法
史
上
カ
デ
ィ
ス
憲
法
に
最
初
に

（
九
八
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
二

現
れ
、
そ
の
後
長
ら
く
棚
上
げ
に
さ
れ
て
い
た
国
民
主
権
原
理
は
、
一
八
五
六
年
憲
法
に
お
い
て
、
制
憲
議
会
の
明
白
な
意
思
の
下
に
明

文
規
定
と
し
て
の
復
権
を
み
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
公
権
力
の
淵
源
と
し
て
の
意
義
を
強
調
す
る
国
民
主
権
の
観
念
は
、
そ
の
後
制
定
・

施
行
さ
れ
た
一
八
六
九
年
憲
法
に
お
い
て
、「
主
権
は
本
質
的
に
国
民
に
存
し
、
す
べ
て
の
権
力
は
国
民
に
由
来
す
る
」（
三
二
条
）
と
い

う
同
趣
旨
の
文
言
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

⑵　

硬
性
憲
法
原
理
の
実
質
化

一
八
三
四
年
王
国
憲
章
、
一
八
三
七
年
憲
法
及
び
一
八
四
五
年
憲
法
は
、
い
ず
れ
も
、
憲
法
改
正
手
続
を
定
め
る
条
項
を
も
っ
て
い
な

か
っ
た
。
Ｊ
・
ブ
ラ
イ
ス
本
来
の
観
念
へ
の
誤
解
な
い
し
曲
解
に
基
づ
き
、
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
や
Ｇ
・
イ
ェ
リ
ネ
ク
な
ど
著
名
な
憲
法

学
者
の
言
説
を
通
じ
て
全
世
界
的
に
普
及
し
た
憲
法
の
「
硬
性
／
軟
性
」
概
念
（
改
正
手
続
の
難
易
度
の
み
を
基
準
と
す
る
理
解
（
7
））

の
観
点
か

ら
は
、
こ
れ
ら
の
憲
法
は
軟
性
憲
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
硬
性
憲
法
た
る
カ
デ
ィ
ス
憲
法
と
の
比
較
に
お
い
て
、
近
代
憲
法
と
し
て
の
性

質
の
稀
薄
が
い
わ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
一
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
立
憲
主
義
の
あ
り
よ
う
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
必
ず
し
も
当
を
得
て
い
る
と
は
い
い

が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
改
正
手
続
規
定
の
不
在
は
、
通
常
の
立
法
手
続
と
同
等
の
手
続
で
憲
法
を
改
正
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
く
、「
論
理
的
側
面
に
お
い
て
は
、
か
か
る
憲
法
は
絶
対
的
に
改
正
不
可
能
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
（
8
）

」
こ
と
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
憲
法
は
、
軟
性
ど
こ
ろ
か
、
少
な
く
と
も
法
的
に
は
一
切
の
改
正
を
許
さ
な
い
〝
超
〞

硬
性
憲
法
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
い
ず
れ
も
憲
法
事
項
（
憲
法
典
そ
の
も
の
の
条
文
数
）
を
少
数
に
絞
り
込
ん
だ
簡
潔
な
法
典
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
改
正
を
不
可
能
と
す
る
こ
と
に
一
定
の
現
実
味
を
も
た
せ
る
要
因
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
憲
法
の
条
項
自
体
が
ア
ン
タ
ッ

（
九
八
四
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

四
三

チ
ャ
ブ
ル
な
扱
い
を
さ
れ
て
も
、
法
律
以
下
の
下
位
法
の
制
定
改
廃
に
よ
っ
て
、
状
況
変
化
に
は
対
処
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
、
改
正
手
続
規
定
不
在
の
理
由
と
し
て
、「
あ
れ
だ
け
の
保
障
や
硬
性
を
も
っ
て
し
て
も
、
ま
た
、
諸
外
国
か
ら
も
総
じ
て
外

交
的
に
支
持
を
得
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
一
二
年
憲
法
が
直
ち
に
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
歴
史
的
幻
滅
」
を
指

摘
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
憲
法
改
正
の
機
会
と
そ
の
実
現
方
法
に
関
す
る
決
定
を
将
来
に
委
ね
る
こ
と
が
選
好
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と

す
る
見
解
（
9
）

に
も
、
相
当
な
説
得
力
が
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
一
八
五
六
年
憲
法
に
先
立
つ
三
つ
の
憲
法
に
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ

自
国
の
憲
法
史
に
学
び
、
通
常
の
立
法
手
続
そ
の
他
の
方
法
を
通
じ
て
憲
法
が
改
正
さ
れ
る
政
治
的
な
可
能
性
を
将
来
に
向
け
て
留
保
し

つ
つ
、
法
的
な
意
味
で
憲
法
の
硬
性
の
実
質
化
を
図
ろ
う
と
す
る
近
代
的
な
精
神
の
発
露
を
す
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
形
式

的
「
軟
性
」
化
は
、
そ
の
憲
法
の
立
憲
的
意
義
の
後
退
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
一
八
五
六
年
憲
法
は
、
第
一
五
編
に
次
の
よ
う
な
憲
法
改
正
手
続
を
明
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
国
会
と
国
王

（las C
ortes con el R

ey （10
））

は
、
憲
法
の
見
直
し
を
宣
言
す
る
権
限
を
有
し
、
修
正
す
べ
き
単
一
又
は
複
数
の
条
項
を
適
時
に
指
定
す
る
」

（
八
七
条
）。
②
「
前
項
の
宣
言
が
出
さ
れ
た
ら
、
国
王
は
直
ち
に
上
院
及
び
下
院
を
解
散
し
、
二
か
月
以
内
に
新
た
な
国
会
を
召
集
し
、

そ
の
詔
書
の
な
か
に
前
項
の
決
定
を
明
文
で
記
す
も
の
と
す
る
」（
八
八
条
）。
③
「
新
国
会
は
、
憲
法
改
正
の
た
め
に
の
み
召
集
さ
れ
る
」

（
八
九
条
）。
④
「
前
項
の
国
会
が
改
正
に
係
る
表
決
を
行
う
た
め
に
は
、
各
議
院
と
も
に
総
議
員
の
三
分
の
二
の
出
席
を
要
す
る
」（
九
〇

条
）。
⑤
「
両
院
一
致
で
改
正
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
修
正
さ
れ
た
単
一
又
は
複
数
の
条
項
は
憲
法
の
一
部
と
な
り
、
国
会
は
通
常
の

国
会
と
し
て
、
そ
の
会
期
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
九
一
条
）。

こ
の
よ
う
に
、
一
八
五
六
年
憲
法
の
改
正
手
続
は
、
通
常
の
立
法
手
続
よ
り
は
厳
格
で
あ
る
も
の
の
、
改
正
〝
阻
止
〞
条
項
か
と
見
紛

う
ほ
ど
厳
格
か
つ
煩
雑
で
あ
っ
た
カ
デ
ィ
ス
憲
法
の
改
正
手
続
（
11
）

に
比
べ
れ
ば
、
劇
的
な
ま
で
に
簡
素
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
、
改
正
発
議

（
九
八
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
四

の
後
に
召
集
さ
れ
る
新
国
会
は
、
制
度
化
さ
れ
た
制
憲
権
の
行
使
た
る
憲
法
改
正
の
た
め
に
の
み
召
集
さ
れ
る
特
別
な
国
会
（C

ortes 

extraordinarias

）、
す
な
わ
ち
、
実
質
的
な
意
味
に
お
け
る
制
憲
議
会
（C

ortes constituyentes

）
と
明
確
に
性
格
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
選
挙
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
国
民
の
主
権
的
意
思
が
反
映
さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。
表
決
の
定
足
数
に
課
せ
ら

れ
た
総
議
員
の
三
分
の
二
と
い
う
特
別
多
数
も
、
憲
法
改
正
の
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
要
件
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
12
）

。

そ
し
て
、
改
憲
の
手
続
を
完
了
し
た
な
ら
ば
、
す
で
に
国
民
の
主
権
的
意
思
を
代
表
し
て
い
る
制
憲
議
会
は
、
新
た
な
選
挙
を
要
せ
ず
に
、

そ
の
ま
ま
通
常
の
国
会
（C

ortes ordinarias

）
と
な
り
、
憲
法
に
よ
り
授
権
さ
れ
た
立
法
議
会
と
し
て
の
権
能
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
国
会
の
み
に
よ
る
改
正
発
議
を
認
め
ず
、
国
王
の
関
与
を
必
要
な
ら
し
め
て
い
る
（
と
い
う
よ
り
、
国
王
の
同
意
が
な
け
れ

ば
、
そ
も
そ
も
改
正
の
発
議
が
で
き
な
い
）
点
に
は
、
あ
る
程
度
、
国
民
主
権
原
理
へ
の
懐
疑
が
み
て
と
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
的
厳
格
手
続
へ
の
「
歴
史
的
幻
滅
」
と
、
そ
の
後
の
三
つ
の
憲
法
に
お
け
る
形
式
的
「
軟
性
」
化
の
、
い
ず
れ

に
お
い
て
も
、
む
し
ろ
憲
法
秩
序
の
持
続
・
安
定
へ
の
意
思
や
切
望
が
見
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
一
八
五
六
年
憲
法
の
改
正
手
続
規
定
を
、

カ
デ
ィ
ス
憲
法
的
硬
性
憲
法
原
理
へ
の
単
純
な
回
帰
と
評
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
カ
デ
ィ
ス
憲
法
か
ら
一
八
三
四
年
王
国
憲
章
、

一
八
三
七
年
憲
法
、
一
八
四
五
年
憲
法
を
経
て
一
八
五
六
年
憲
法
に
至
る
経
緯
は
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
立
憲
主
義
の
後
退
（
穏
健

派
主
導
）、
前
進
（
進
歩
派
主
導
）、
後
退
（
穏
健
派
主
導
）、
そ
し
て
ま
た
前
進
（
進
歩
派
主
導
）
の
振
り
子
運
動
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
、

憲
法
の
実
質
的
「
硬
性
」
化
へ
向
け
て
の
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
一
八
五
六
年
憲
法
第
一
五
編
に
定
め
る
改

正
手
続
は
、
そ
の
後
、
一
八
六
九
年
憲
法
に
も
大
筋
に
お
い
て
採
用
さ
れ
、
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
国
会
の
意
思

の
み
に
よ
る
改
正
発
議
が
可
能
と
な
り
、
国
会
が
制
憲
議
会
と
し
て
改
正
を
審
議
し
て
い
る
間
は
国
王
に
よ
る
解
散
権
行
使
が
禁
じ
ら
れ

（
九
八
六
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

四
五

る
制
度
が
加
わ
っ
て
、
国
民
主
権
原
理
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
13
）

。

⑶　

憲
法
的
地
位
を
有
す
る
「
基
本
方
針
」

前
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
五
六
年
憲
法
は
、
正
文
全
九
二
か
条
と
一
か
条
の
経
過
規
定
か
ら
成
っ
て
い
る
。
三
八
四
か
条
を
数
え
た
カ

デ
ィ
ス
憲
法
の
よ
う
に
長
す
ぎ
る
こ
と
も
、
わ
ず
か
五
〇
か
条
に
と
ど
ま
っ
た
一
八
三
四
年
王
国
憲
章
の
よ
う
に
短
す
ぎ
る
こ
と
も
な
く
、

ま
た
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
影
響
を
受
け
た
一
九
三
一
年
第
二
共
和
制
憲
法
が
正
文
全
一
二
五
か
条
を
、「
社
会
的
か
つ
民
主
的
な
法
治

国
家
」
を
標
榜
す
る
現
行
一
九
七
八
年
憲
法
が
正
文
全
一
六
九
か
条
を
も
つ
こ
と
と
比
較
し
て
も
、
一
八
世
紀
中
葉
の
憲
法
典
と
し
て
は
、

過
不
足
の
な
い
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
分
量
に
収
ま
っ
た
法
典
の
よ
う
に
映
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
一
八
五
六
年
憲
法
九
二
条
は
こ
う
定
め
て
い
る
。「
次
に
掲
げ
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
（bases （14
））

は
、
憲
法

と
一
体
を
な
す
部
分
で
あ
り
、
そ
の
改
正
及
び
す
べ
て
の
効
力
は
、
憲
法
と
同
等
と
み
な
さ
れ
る
。
一　

選
挙
法
、
二　

国
会
両
院
の
関

係
に
関
す
る
法
律
、
三　

枢
密
院
に
関
す
る
法
律
、
四　

県
及
び
市
の
統
治
に
関
す
る
法
律
、
五　

裁
判
所
の
組
織
に
関
す
る
法
律
、
六　

出
版
に
関
す
る
法
律
、
七　

民
兵
に
関
す
る
法
律
」。
本
条
を
受
け
て
、
一
八
五
六
年
六
月
一
八
日
に
は
、
憲
法
の
附
帯
条
令
（acta 

adicional （15
））

と
し
て
、
①
出
版
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
（B

ases orgánicas de la ley de im
prenta

）、
②
選
挙
に
関
す
る
組
織
法

律
の
基
本
方
針
（B

ases orgánicas de la ley electoral

）、
③
両
院
間
の
関
係
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
（B

ases de la ley 

orgánica acerca de las relaciones entre los dos cuerpos colegisladores
）、
④
枢
密
院
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
（B

ases de la 

ley orgánica del C
onsejo de E

stado

）、
⑤
裁
判
所
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
（B

ases de la ley orgánica de T
ribunales

）、
⑥
県

及
び
市
の
統
治
及
び
行
政
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
（B

ases orgánicas para la ley de gobierno y adm
inistración provincial y 

（
九
八
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
六

m
unicipal

）、
⑦
民
兵
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
（B

ases orgánicas para la ley de M
ilicia N

acional

）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
基
本
方
針
を
、
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
憲
法
正
文
に
加
え
、
合
計
す
る
と
、
そ
の
条
文
数
は
じ
つ
に

一
九
四
か
条
に
及
ぶ
。
そ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
一
八
五
六
年
憲
法
は
、
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
憲
法
か
ら
現
行
一
九
七
八
年
憲
法
ま
で
の
ス
ペ
イ
ン

歴
代
憲
法
の
な
か
で
、
実
質
的
に
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
に
次
ぐ
大
部
の
憲
法
典
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

憲
法
が
正
文
と
附
帯
条
令
の
二
本
立
て
で
規
定
さ
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
八
五
六
年
憲
法
四
〇
条
及
び
五
〇
条
が
国
王
に

法
律
の
裁
可
権
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
一
八
三
四
年
王
国
憲
章
、
一
八
三
七
年
憲
法
及
び
一
八
四
五
年
憲
法
の
下
で
は
、

両
院
で
議
決
さ
れ
た
法
律
を
国
王
が
裁
可
し
な
い
場
合
に
、
当
該
立
法
期
に
お
い
て
国
王
の
不
裁
可
を
覆
し
て
法
律
を
成
立
さ
せ
る
手
段

が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
国
王
の
絶
対
的
拒
否
権
は
、
一
八
五
六
年
憲
法
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
組

織
法
律
（ley orgánica （16
））

で
あ
っ
て
も
、
法
律
は
法
律
で
あ
る
以
上
、
憲
法
条
項
を
簡
潔
に
し
て
そ
の
細
目
を
広
範
に
法
律
に
委
ね
る
や

り
方
に
つ
い
て
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
の
経
験
か
ら
、「
組
織
法
律
の
起
草
ま
た
は
そ
の
後
の
改
正
の
際
に
憲
法
の
精
神
が
損
な
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
、
進
歩
派
に
重
く
の
し
か
か
っ
た
（
17
）

」
と
み
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
憲
法
の
改
正
に
は
国
王
の
裁
可

を
要
し
な
い
の
で
、
憲
法
と
同
等
の
地
位
を
有
し
、
そ
の
改
廃
に
憲
法
改
正
手
続
が
適
用
さ
れ
る
「
基
本
方
針
」
を
、
憲
法
と
法
律
の
間

に
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
王
の
不
裁
可
を
通
じ
た
憲
法
の
空
洞
化
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
ほ
ど
で
は
な
い
に

せ
よ
、
諸
制
度
の
根
幹
部
分
を
制
憲
議
会
が
漏
れ
な
く
規
定
し
尽
く
す
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
本
立

て
方
式
は
、
結
果
的
に
、
一
八
五
六
年
憲
法
の
「
未
公
布
」
を
導
く
要
因
の
一
つ
と
な
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
五
四
年
一
一
月
八
日
に
発
足
し
た
制
憲
議
会
は
、
翌
五
五
年
一
二
月
一
四
日
に
憲
法
正
文
の
条
項
を
承
認
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
国
王
が
裁
可
す
べ
き
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
憲
法
的
地
位
を
有
す
る
す
べ
て
の
法
規
を
一
斉
に
公
布

（
九
八
八
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

四
七

す
べ
き
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
で
き
た
も
の
か
ら
順
に
徐
々
に
公
布
す
べ
き
で
あ
る
の
か
（
18
）

」
で
議
論
と
な
り
、
結
局
、
公
布
は
棚
上

げ
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
憲
法
は
、
一
八
五
四
年
八
月
一
一
日
の
王
令
で
一
八
四
五
年
憲
法
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
選
出
・
召
集
さ
れ
た
制
憲
議
会
が
起
草
し
た
名
実
共
に
す
る
新
憲
法
で
あ
り
、
し
か
も
国
民
主
権
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
立
法
議
会
た
る
国
会
と
同
じ
く
憲
法
の
被
造
物
に
す
ぎ
な
い
国
王
に
よ
る
裁
可
は
、
法
理
論
的
に
は
不
要
の
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

九
二
条
は
、
制
憲
議
会
が
事
後
的
に
制
定
す
る
「
基
本
方
針
」
に
憲
法
的
地
位
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
法
律
の
展
開
に
縛
り
を
か

け
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
「
基
本
方
針
」
が
出
揃
う
ま
で
憲
法
を
公
布
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
二
〇
〇
か
条
近
い
大

部
・
詳
細
な
憲
法
正
文
を
フ
ル
・
テ
キ
ス
ト
で
作
成
す
る
の
と
大
差
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
八
五
六
年
憲
法
が
公
布
に
至
ら
な
か
っ
た
要
因
と
さ
れ
る
「
法
的
な
疑
義
と
政
治
的
な
出
来
事
（
19
）

」
の
う
ち
、
法
的
な
疑
義
と
は
、
ま

さ
に
こ
の
「
基
本
方
針
」
の
法
的
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
議
論
が
、
憲
法
の
正
文
の
起
草
が
完
了
し
た
一
八
五
五
年
一
二
月
一
四
日
の
時
点

で
決
着
せ
ず
、
そ
の
後
、
七
つ
の
「
基
本
方
針
」
が
出
揃
う
ま
で
に
半
年
以
上
の
時
間
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ

う
な
っ
た
に
つ
い
て
は
、「
み
ず
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
法
上
実
現
す
る
、
か
く
も
大
き
な
機
会
を
逃
す
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
進
歩
派

は
、
憲
法
を
、
同
一
ラ
ン
ク
の
二
つ
の
文
書 

│
憲
法
正
文
と
『
附
帯
条
令
』

│ 

に
分
割
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
部
な
カ
デ
ィ
ス
憲

法
の
伝
統
を
回
復
す
る
と
い
う
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
、
若
干
の
幻
想
を
抱
き
つ
つ
、
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
（
20
）

」
と
の
説
明
が
、
当
を
得

て
い
よ
う
。
制
憲
議
会
の
多
数
を
占
め
て
い
た
進
歩
派
は
、
細
目
ま
で
を
憲
法
事
項
と
す
る
カ
デ
ィ
ス
憲
法
方
式
へ
の
執
着
を
捨
て
き
る

こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
未
練
が
未
公
布
と
い
う
残
念
な
結
果
を
招
く
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
九
八
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
八

三　

統
治
機
構

1　

立
法
権

⑴　

二
院
制
国
会

一
八
五
六
年
憲
法
に
お
け
る
立
法
権
の
性
格
づ
け
は
、
基
本
的
に
、
一
八
三
七
年
憲
法
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
立
法

権
は
、
国
会
及
び
国
王
に
存
」（
一
五
条
）
し
、「
国
会
は
、
上
院
及
び
下
院
と
い
う
、
権
限
に
お
い
て
対
等
な
、
二
つ
の
共
同
立
法
機
関

（dos C
uerpos C

olegisladores
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
」（
一
六
条
）。
つ
ま
り
、
二
院
制
国
会
で
あ
る
。

四
〇
条
に
「
い
ず
れ
か
の
議
院
が
法
律
案
を
否
決
…
…
し
た
と
き
は
、
同
一
立
法
期
に
お
い
て
、
同
一
内
容
の
法
律
案
を
再
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
法
律
の
制
定
に
お
け
る
両
議
院
の
権
限
は
対
等
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
三
八
条
の
前
段
は
「
租

税
及
び
公
債
に
関
す
る
法
律
案
は
、
先
に
下
院
に
提
出
さ
れ
る
」
と
し
て
、
一
八
三
七
年
憲
法
及
び
一
八
四
五
年
憲
法
と
同
じ
く
税
法
の

下
院
先
議
権
を
定
め
る
と
と
も
に
、
後
段
で
「
上
院
が
こ
れ
に
修
正
を
施
し
た
と
き
は
、
両
院
の
合
意
が
得
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
下
院

が
最
終
的
に
可
決
し
た
成
案
を
国
王
の
裁
可
に
付
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
、
一
八
四
五
年
憲
法
で
は
消
滅
し
て
い
た
下
院
の
優
越
を

復
活
さ
せ
て
い
る
。

⑵　

両
院
の
組
織
・
選
挙
制
度

下
院
の
組
織
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
の
そ
れ
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
各
県
ご
と
に
人
口
五
〇
、〇
〇
〇
人
に
つ
き
少

な
く
と
も
一
名
が
直
接
選
挙
さ
れ
る
下
院
議
員
の
任
期
は
三
年
で
、
再
選
制
限
は
な
い
（
二
四
条
、
二
五
条
）。
被
選
資
格
は
、「
世
俗
身

（
九
九
〇
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

四
九

分
の
二
五
歳
以
上
の
ス
ペ
イ
ン
人
で
、
選
挙
法
の
定
め
る
そ
の
他
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
」（
二
六
条
）
で
あ
る
。

上
院
の
組
織
は
、
そ
の
員
数
が
下
院
議
員
の
五
分
の
三
で
あ
る
（
一
七
条
）
点
、
再
選
制
限
の
な
い
（
二
二
条
）
点
、
並
び
に
国
王
の
子

息
及
び
直
近
の
王
位
継
承
権
者
が
二
五
歳
で
上
院
議
員
と
な
る
（
二
三
条
）
点
に
お
い
て
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、
選
任
方
法
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
三
七
年
憲
法
の
上
院
議
員
が
、
下
院
選
挙
人
団
の
推
薦
す
る

候
補
者
リ
ス
ト
の
な
か
か
ら
国
王
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
の
に
対
し
、
一
八
五
六
年
憲
法
の
上
院
議
員
は
、
各
県
ご
と
に
、
そ
の
人
口
に
比

例
し
て
（
一
九
条
）、
下
院
議
員
の
場
合
と
同
じ
選
挙
人
に
よ
り
直
接
選
挙
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
一
八
条
）。
上
院
議
員
の
直

接
選
挙
は
、
そ
の
後
の
民
主
主
義
的
な
一
八
六
九
年
憲
法
で
す
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
一
八
五
六
年
憲
法
の
最
も
重
要

な
特
徴
の
一
つ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

上
院
議
員
の
被
選
資
格
に
つ
い
て
は
、
四
〇
歳
以
上
の
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
る
こ
と
と
、
納
税
・
財
産
等
一
定
の
経
済
的
要
件
が
憲
法
上

明
記
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
条
）。
経
済
的
要
件
は
、
①
過
去
二
年
間
に
直
接
税
三
、〇
〇
〇
レ
ア
ー
ル
を
納
付
し
て
い
る
こ
と
、
②
私
有
財

産
に
由
来
す
る
三
〇
、〇
〇
〇
レ
ア
ー
ル
の
所
得
が
あ
る
こ
と
、
③
適
法
に
証
明
さ
れ
た
理
由
に
よ
る
以
外
に
は
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

職
に
よ
る
三
〇
、〇
〇
〇
レ
ア
ー
ル
の
給
与
を
得
て
い
る
こ
と
、
④
毎
年
三
〇
、〇
〇
〇
レ
ア
ー
ル
の
年
金
、
恩
給
若
し
く
は
休
職
手
当
を

受
け
又
は
受
け
る
権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
の
四
つ
の
う
ち
一
つ
に
該
当
す
る
こ
と
で
あ
る
（
同
一
項
）。
こ
れ
ら
の
要
件
は
、

一
八
四
五
年
憲
法
下
に
比
べ
て
引
き
下
げ
ら
れ
て
は
い
る
（
21
）

が
、
そ
の
一
方
で
、
①
〜
④
の
金
額
を
合
算
し
た
合
計
を
も
っ
て
要
件
を
満
た

す
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
同
二
項
）
と
い
う
新
た
な
制
約
が
加
わ
っ
て
い
る
た
め
、
一
八
四
五
年
憲
法
下
と
比
べ
て
、
富
裕
層

中
心
の
上
院
と
い
う
特
徴
が
顕
著
に
後
退
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
任
期
満
了
又
は
下
院
解
散
に
よ
る
下
院
議
員
総
選
挙
の
際
に
、
古
参
順
に
よ
り
改
選
さ
れ
る
上
院
議
員
の
割
合
は
、
一
八
三
七

（
九
九
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
〇

年
憲
法
が
「
上
院
議
員
の
三
分
の
一
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
八
五
六
年
憲
法
で
は
「
四
分
の
一
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
院
の

固
定
性
が
若
干
強
ま
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
一
八
五
六
年
二
月
二
九
日
に
承
認
さ
れ
た
選
挙
の
基
本
方
針
に
関
す
る
法
律
（L

ey de B
ases electorales

）
及

び
こ
れ
を
具
体
化
す
る
選
挙
法
案
に
よ
り
、
納
税
・
財
産
等
一
定
の
経
済
的
要
件
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
選
挙
に
関
す
る

組
織
法
律
の
基
本
方
針
二
条
に
よ
れ
ば
、
上
院
・
下
院
と
も
に
、
選
挙
権
は
、
二
五
歳
以
上
の
ス
ペ
イ
ン
人
で
一
定
額
以
上
の
直
接
税
を

納
入
し
て
い
る
者
に
与
え
ら
れ
、
法
律
で
定
め
る
こ
の
基
準
税
額
の
上
限
は
一
二
〇
レ
ア
ー
ル
と
さ
れ
た
。
一
八
三
七
年
の
法
律
（
進
歩

主
義
的
な
）
で
は
二
〇
〇
レ
ア
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
の
上
限
は
、
一
八
四
六
年
の
法
律
（
穏
健
主
義
的
な
）
で
は
、
時
計
の
針
を
戻
し
た
か
の

よ
う
に
、
定
額
四
〇
〇
レ
ア
ー
ル
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
一
八
五
六
年
の
改
革
は
、「
進
歩
主
義
的
理
念
の
忠
実
な
反
映
」

で
あ
り
、「
選
挙
人
た
る
に
必
要
な
社
会
・
経
済
的
諸
条
件
の
引
き
下
げ
を
通
じ
た
選
挙
人
名
簿
の
拡
張
（
22
）

」
を
意
味
し
、
普
通
選
挙
制
へ

向
け
て
の
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

⑶　

国
会
議
員
の
地
位

国
会
議
員
の
地
位
に
関
し
て
は
、
ま
ず
四
三
条
に
「
上
院
議
員
及
び
下
院
議
員
は
、
そ
の
職
務
遂
行
と
し
て
表
明
し
た
意
見
及
び
投
票

に
つ
き
、
不
可
侵
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
デ
ィ
ス
憲
法
に
始
ま
り
、
一
八
三
四
年
王
国
憲
章
、
一
八
三
七
年
憲
法
及
び
一
八
四
五

年
憲
法
の
す
べ
て
に
お
い
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
趣
旨
の
規
定
は
、
こ
ん
に
ち
い
わ
ゆ
る
免
責
特
権
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
四
四
条

は
、
一
八
三
四
年
王
国
憲
章
及
び
一
八
四
五
年
憲
法
の
趣
旨
を
受
け
継
ぎ
（
23
）

、
次
の
よ
う
な
文
言
で
不
逮
捕
特
権
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
上
院
議
員
及
び
下
院
議
員
は
、
現
行
犯
の
場
合
を
除
き
、
そ
の
会
期
中
、
当
該
議
院
の
許
諾
な
し
に
訴
追
又
は
逮
捕
さ
れ
な
い
。

（
九
九
二
）
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ペ
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六
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五
一

た
だ
し
、
現
行
犯
の
場
合
又
は
国
会
閉
会
中
に
訴
追
若
し
く
は
逮
捕
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
議
院
の
審
査
及
び
議
決
に
付
す
る
た
め
、

そ
の
旨
を
速
や
か
に
当
該
議
院
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
議
院
の
議
決
な
し
に
、
判
決
を
言
い
渡
し
て
は
な
ら
な
い
」。

⑷　

国
会
・
各
議
院
の
自
律
性

一
八
五
六
年
憲
法
で
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
、
国
会
の
自
律
性
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
国
王
権
力
の
制
限
と
表
裏

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
国
会
を
召
集
、
停
会
及
び
閉
会
し
、
並
び
に
下
院
を
解
散
す
る
権
限
は
国
王
に
属
す
る
が
、「
国

会
は
、
毎
年
遅
く
と
も
一
一
月
一
日
ま
で
に
開
会
す
る
」（
二
八
条
）
と
さ
れ
、
国
王
の
恣
意
を
排
し
て
自
動
的
な
集
会
が
保
障
さ
れ
て
い

る
（
一
八
三
七
年
憲
法
二
七
条
の
先
例
で
は
、
こ
の
期
日
は
一
二
月
一
日
と
さ
れ
て
い
た
）。
②
「
毎
年
、
国
会
は
、
下
院
が
組
織
さ
れ
た
日
か
ら

起
算
し
て
、
少
な
く
と
も
連
続
四
か
月
間
集
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
九
条
一
項
）（
カ
デ
ィ
ス
憲
法
一
〇
六
条
の
先
例
で
は
、
こ
の
期
間

は
三
か
月
と
さ
れ
て
い
た
）。
し
か
も
、
国
王
に
よ
る
停
会
権
・
解
散
権
の
濫
用
的
行
使
を
防
止
す
る
た
め
の
新
し
い
制
度
と
し
て
、
③
そ

の
四
か
月
が
経
過
す
る
前
に
国
王
が
国
会
を
停
会
又
は
解
散
し
た
と
き
は
、
次
に
開
か
れ
る
国
会
は
、
四
か
月
が
経
過
す
る
ま
で
集
会
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
同
二
項
）。
ま
た
、
④
「
国
会
の
停
会
期
間
は
、
一
回
に
つ
き
又
は
複
数
回
の
合
計
で
三
〇
日
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
」（
同
三
項
）。
さ
ら
に
、
⑤
「
王
位
が
欠
け
、
又
は
何
ら
か
の
理
由
で
国
王
が
統
治
不
能
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
会
は
直
ち
に
集
会

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
三
〇
条
）（
こ
れ
は
一
八
三
七
年
憲
法
二
八
条
と
一
八
四
五
年
憲
法
二
七
条
に
先
例
が
あ
る
）。

加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
議
院
の
自
律
権
事
項
と
し
て
は
、
①
議
院
規
則
制
定
権
（
三
一
条
）、
②
選
挙
の
合
法
性
及
び
所
属
議
員
の
資
格
の

審
査
権
（
同
）、
並
び
に
、
③
役
員
（
議
長
、
副
議
長
及
び
事
務
局
長
）
の
選
任
権
（
三
二
条
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
国
会
が
、
そ
れ
を
停
会
す
る
た
め
だ
け
に
召
集
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
大
仰
な
開
会
式
の
ほ
ん
の
数
日
後
に
は
恥
ず
か
し
く
も
閉
会
を

（
九
九
三
）
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五
二

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
」
と
い
わ
れ
る
（
24
）

当
時
の
時
代
状
況
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
国
王
・
政
府
の
恣
意
を
決
然
と
制
限
す
る

制
度
的
措
置
と
し
て
、
き
わ
め
て
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑸　

議
会
活
動
の
諸
原
則

議
会
活
動
の
諸
原
則
に
は
、
先
行
す
る
三
つ
の
憲
法
（
カ
デ
ィ
ス
憲
法
、
一
八
三
七
年
憲
法
及
び
一
八
四
五
年
憲
法
）
に
も
共
通
し
て
み
ら

れ
た
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
上
院
が
司
法
的
権
能
を
行
使
す
る
場
合
（
25
）

を
除
き
、
い
ず
れ
の
議
院
も
、
他
方

の
議
院
が
同
時
に
集
会
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
集
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
三
四
条
）（
カ
デ
ィ
ス
憲
法
下
の
国
会
は
一
院
制
な
の
で
、
こ

の
規
定
は
な
い
）。
②
「
両
議
院
は
合
同
で
審
議
す
る
こ
と
も
、
国
王
の
面
前
で
審
議
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」（
三
五
条
）。
こ
の
う
ち
前

段
は
各
議
院
で
の
審
議
の
独
立
性
の
確
保
（
カ
デ
ィ
ス
憲
法
下
の
国
会
は
一
院
制
な
の
で
、
こ
の
規
定
は
な
い
。）
に
、
後
段
は
国
王
権
力
に
対

す
る
国
会
全
体
の
独
立
性
の
確
保
に
、
そ
れ
ぞ
れ
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
③
「
上
院
及
び
下
院
の
会
議
は
、
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
秘

密
を
要
す
る
場
合
の
み
、
秘
密
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
」（
三
六
条
）。
会
議
の
公
開
原
則
に
つ
い
て
、「
一
八
五
四
年
か
ら
一
八
五
六

年
に
か
け
て
の
進
歩
派
の
二
年
間
に
お
け
る
制
憲
議
会
は
、
ブ
ラ
ボ
・
ム
リ
ー
ジ
ョ
の
企
て
に
対
抗
し
、
両
院
の
会
議
を
公
開
と
す
る
こ

と
に
疑
い
を
差
し
挟
ま
な
か
っ
た
（
26
）

」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
進
歩
派
・
穏
健
派
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
ス
ペ
イ
ン
一
九
世
紀

自
由
主
義
に
通
有
の
価
値
観
を
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

議
会
活
動
の
恒
常
性
・
継
続
性
確
保
を
通
じ
て
国
会
の
存
在
感
を
際
立
た
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
で
創

設
さ
れ
た
常
設
議
員
団
（D

iputación perm
anente

）
の
復
活
で
あ
る
。
下
院
議
員
五
名
及
び
上
院
議
員
四
名
で
組
織
さ
れ
る
国
会
の
常
設

議
員
団
は
、
国
会
閉
会
中
に
、
憲
法
の
遵
守
及
び
個
々
人
の
安
全
に
配
慮
す
る
役
割
を
担
い
、
次
の
場
合
に
国
会
を
召
集
す
る
。
す
な
わ

（
九
九
四
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

五
三

ち
、
①
王
位
が
空
席
と
な
っ
た
と
き
、
②
国
王
が
統
治
不
能
と
な
っ
た
と
き
、
③
予
算
法
そ
の
他
の
特
別
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い
な
い

租
税
又
は
借
入
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
④
一
又
は
複
数
の
県
で
、
第
八
条
に
定
め
る
諸
権
利
の
保
障
が
停
止
さ
れ
、
国
王
が
国
会
を
召

集
し
な
い
と
き
で
あ
る
（
四
七
条
）。

⑹　

国
会
の
権
能

国
会
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
国
王
と
共
同
で
立
法
権
を
行
使
す
る
ほ
か
、
次
の
権
能
を
有
す
る
（
四
一
条
）。
①
国
王
、
直
近
の
王
位

継
承
権
者
及
び
王
国
摂
政
又
は
摂
政
会
議
よ
り
、
憲
法
及
び
法
律
を
遵
守
す
る
旨
の
宣
誓
を
受
け
る
こ
と
。
②
王
位
継
承
に
関
し
て
生
じ

た
事
実
上
又
は
法
律
上
の
疑
義
を
裁
定
す
る
こ
と
。
③
王
国
摂
政
又
は
摂
政
会
議
を
選
任
し
、
及
び
憲
法
の
定
め
る
場
合
に
未
成
年
国
王

の
後
見
人
を
任
命
す
る
こ
と
。
④
大
臣
を
弾
劾
す
る
こ
と
。
大
臣
は
、
下
院
に
よ
り
訴
追
さ
れ
、
上
院
が
こ
れ
を
裁
判
す
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
一
八
五
六
年
憲
法
が
国
会
に
付
与
す
る
権
能
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
財
政
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
毎

年
、
下
院
が
組
織
さ
れ
た
日
の
八
日
後
、
第
二
九
条
の
規
定
に
よ
り
国
会
が
召
集
さ
れ
た
後
四
か
月
の
期
間
内
に
、
内
閣
は
、
次
会
計
年

度
の
国
の
歳
入
及
び
歳
出
の
一
般
予
算
並
び
に
前
々
年
度
の
公
的
基
金
の
徴
収
及
び
投
資
の
会
計
を
提
出
し
、
国
会
の
審
査
及
び
承
認
に

付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
七
九
条
）。
そ
し
て
、「
予
算
は
、
前
条
の
四
か
月
の
期
間
内
に
、
必
ず
審
議
及
び
表
決
に
付
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」（
八
〇
条
）。
国
会
が
予
算
の
審
査
・
承
認
権
を
有
す
る
旨
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
及
び
一
八
四
五
年
憲
法
に
も
規
定
さ
れ
て

い
た
が
、
一
八
五
六
年
憲
法
は
、
内
閣
の
予
算
案
提
出
の
期
限
を
明
記
し
て
い
る
う
え
、
関
連
す
る
新
し
い
重
要
な
制
度
と
し
て
、
会
計

検
査
院
（T

ribunal de C
uentas

）
の
設
置
を
定
め
て
い
る
。
会
計
検
査
院
の
検
査
官
は
、
下
院
が
任
命
し
（
四
二
条
一
項
）、
調
査
官
そ
の

他
の
吏
員
は
、
会
計
検
査
院
の
推
薦
に
基
づ
い
て
国
王
が
任
命
す
る
（
同
三
項
）。
な
お
、
下
院
議
員
は
事
前
に
そ
の
職
を
辞
さ
な
け
れ
ば

（
九
九
五
）
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五
四

検
査
官
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
同
二
項
）。
議
会
の
受
任
者
と
し
て
の
会
計
検
査
院
は
、
続
く
一
八
六
九
年
憲
法
の
下
で
も
設
置
さ
れ
、

以
後
、
プ
リ
モ
・
デ
・
リ
ベ
ー
ラ
独
裁
期
と
フ
ラ
ン
コ
体
制
期
を
除
き
、
現
行
一
九
七
八
年
憲
法
下
の
こ
ん
に
ち
に
至
る
ま
で
存
続
し
て

い
る
。

2　

執
行
権

⑴　

国
王

国
王
の
地
位
及
び
権
能
に
関
す
る
次
の
規
定
は
、
す
べ
て
一
八
三
七
年
憲
法
の
そ
れ
と
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
国

王
の
人
格
は
神
聖
か
つ
不
可
侵
で
あ
り
、
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。
大
臣
が
責
任
を
負
う
」（
四
八
条
）。
②
「
法
律
を
執
行
さ
せ
る
権
能
は
、

国
王
に
存
す
る
。
国
王
の
権
限
は
、
憲
法
及
び
法
律
に
基
づ
い
て
、
国
内
の
公
の
秩
序
の
維
持
及
び
対
外
的
国
家
安
全
保
障
に
資
す
る
す

べ
て
の
事
項
に
及
ぶ
」（
四
九
条
）。
③
「
国
王
は
、
法
律
を
裁
可
及
び
公
布
す
る
」（
五
〇
条
）。

一
方
、
当
時
の
政
治
環
境
に
つ
い
て
、「
王
室
の
権
威
失
墜
は
明
ら
か
で
あ
り
、
一
八
五
四
年
の
憲
法
制
定
議
会
は
ス
ペ
イ
ン
史
上
初

め
て
君
主
制
に
疑
い
を
寄
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
最
終
的
に
君
主
制
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
賛
成
一
九
四
に
対
し
て
反
対
一
九
と
い
う
、

一
定
の
地
味
な
反
対
に
遭
っ
た
（
27
）

」
と
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
一
八
五
六
年
憲
法
は
、
上
述
し
た
上
院
議
員
任
命
権
、
上
院
の
正
副
議
長

任
命
権
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
諸
憲
法
が
伝
統
的
に
国
王
に
付
与
し
て
き
た
権
限
を
剥
奪
す
る
と
と
も
に
、
国
王
権
力
に
対
す
る
い
っ
そ
う

の
制
約
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
し
た
国
会
の
自
律
性
を
強
化
す
る
諸
規
定
の
ほ
か
に
、
五
二
条
に
列
挙
さ
れ
た
国
王
権
限

（
政
令
等
の
制
定
、
迅
速
・
公
正
な
裁
判
へ
の
配
慮
、
宣
戦
・
講
和
、
軍
隊
の
使
用
・
配
備
、
外
交
・
通
商
の
指
揮
、
貨
幣
鋳
造
へ
の
配
慮
、
公
行
政
各
部

へ
の
資
金
支
出
の
布
告
、
公
務
員
の
任
命
、
大
臣
の
任
免
、
恩
赦
の
付
与
）
の
う
ち
、
恩
赦
に
つ
い
て
、「
大
赦
（indultos generales

）
を
与
え

（
九
九
六
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

五
五

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
旨
、
ま
た
、「
い
ず
れ
か
の
議
院
の
請
願
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
国
会
に
よ
り
弾
劾
さ
れ
た
大
臣
に
恩
赦
を
与

え
て
は
な
ら
な
い
」
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
趣
旨
は
、
そ
の
後
、
一
八
六
九
年
憲
法
に
お
い
て
も
、「
国
王
が
上
院
に
よ
り
有

罪
判
決
を
受
け
た
大
臣
に
恩
赦
を
与
え
る
た
め
に
は
、
事
前
に
国
会
の
一
院
に
よ
る
請
願
を
必
要
と
す
る
」（
九
〇
条
）
と
い
う
表
現
で
引

き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

⑵　

大
臣

大
臣
の
地
位
及
び
権
能
に
関
す
る
一
八
五
六
年
憲
法
の
規
定
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
り
、
な
ん
ら
の
増

減
も
み
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
①
「
国
王
が
命
令
し
、
又
は
国
王
が
そ
の
権
限
を
行
使
し
て
規
定
し
た
す
べ
て
の
事
項
は
、
所
管
の
大

臣
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
公
務
員
も
、
こ
の
要
件
を
欠
く
事
項
を
履
行
し
て
は
な
ら
な
い
」（
六
五
条
）。

②
「
大
臣
は
、
上
院
議
員
又
は
下
院
議
員
を
兼
ね
、
両
院
の
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
表
決
権
は
、
所
属
す
る
議
院

に
お
い
て
の
み
有
す
る
」（
六
六
条
）。

な
お
、
そ
れ
ま
で
の
歴
代
憲
法
と
同
様
に
、
大
臣
の
合
議
体
と
し
て
の
内
閣
（C

onsejo de M
inistros

）
の
組
織
・
権
能
に
関
す
る
規

定
は
存
在
し
な
い
。
内
閣
制
度
の
立
憲
化
は
、
一
九
三
一
年
第
二
共
和
制
憲
法
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

⑶　

枢
密
院

一
八
五
六
年
憲
法
五
四
条
は
、「
法
律
の
定
め
る
場
合
に
国
王
の
諮
問
に
応
じ
る
枢
密
院
（C

onsejo de E
stado

）
を
設
置
す
る
」
と
定

め
る
。
憲
法
が
枢
密
院
の
設
置
に
直
接
言
及
す
る
の
は
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
以
来
の
こ
と
で
あ
る
（
28
）

。
カ
デ
ィ
ス
憲
法
下
の
枢
密
院
の
組
織
及

（
九
九
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
六

び
権
限
は
、
同
憲
法
自
体
（
第
七
章
「
枢
密
院
」
二
三
一
〜
二
四
一
条
）
に
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
六
年
憲
法
の
枢
密
院
関
連

規
定
は
こ
の
五
四
条
の
み
で
あ
り
、
細
目
は
組
織
法
律
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

枢
密
院
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
四
条
に
よ
れ
ば
、
枢
密
院
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
枢
密
顧
問
（consejero

）
の
人
数
は
、
四
〇

名
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
①
い
ず
れ
か
の
議
院
の
議
長
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
者
、
②
大
臣
で
あ
っ
た
者
、
③
陸
海
軍
の
大
将
及
び

中
将
、
④
現
職
の
大
使
及
び
全
権
公
使
並
び
に
そ
の
い
ず
れ
か
の
経
歴
を
有
す
る
者
、
⑤
大
司
教
及
び
司
教
、
⑥
現
職
の
最
高
裁
判
所
及

び
軍
法
会
議
の
判
事
及
び
検
事
並
び
に
そ
の
い
ず
れ
か
の
経
歴
を
有
す
る
者
の
な
か
か
ら
、
内
閣
の
提
案
に
基
づ
い
て
、
国
王
に
よ
り
任

命
さ
れ
る
。
カ
デ
ィ
ス
憲
法
二
三
二
条
で
は
、
枢
密
顧
問
の
任
命
は
「
国
会
の
提
案
に
基
づ
い
て
」
国
王
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
た
の
で
、
一
八
五
六
年
憲
法
に
お
け
る
枢
密
院
に
は
、
国
王
・
政
府
に
対
す
る
従
属
的
性
格
が
や
や
強
く
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
基
本
方
針
に
よ
れ
ば
、
枢
密
院
は
「
国
王
陛
下
の
唯
一
の
諮
問
会
議
」（
一
条
）
で
あ
る
の
に
加
え
て
、
行
政
事
件
の
審
理
を
行

う
権
限
も
付
与
さ
れ
て
い
る
（
三
条
）。
ス
ペ
イ
ン
近
代
憲
法
史
に
お
け
る
枢
密
院
は
、
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
憲
法
下
で
は
諮
問
機
関
・
権
限
争

議
裁
定
機
関
と
し
て
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
下
で
は
純
然
た
る
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
で
、
枢
密
院
に
行
政
裁
判
管
轄
権
を
付
与
し

た
の
は
、
一
八
五
六
年
憲
法
が
初
め
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
枢
密
院
の
行
政
裁
判
管
轄
権
は
、
一
八
六
八
年
の
九
月
革
命
で

廃
止
さ
れ
、
王
政
復
古
後
の
一
八
七
五
年
一
月
二
九
日
の
政
令
で
復
活
し
、
そ
れ
が
一
九
〇
四
年
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

3　

司
法
権

一
八
五
六
年
憲
法
第
一
〇
編
「
司
法
権
」
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
第
一
〇
編
「
司
法
権
」
所
収
の
六
か
条
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
写
す

形
で
、
民
事
・
刑
事
司
法
権
の
裁
判
所
へ
の
専
属
（
六
七
条
）、
裁
判
所
の
組
織
・
権
能
の
法
定
（
六
八
条
）、
刑
事
裁
判
の
公
開
（
六
九
条
）、

（
九
九
八
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

五
七

裁
判
官
の
身
分
保
障
（
七
〇
条
）、
裁
判
官
個
人
の
法
的
責
任
（
七
一
条
）、
国
王
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
る
裁
判
（
七
二
条
）
と
い
っ
た
基

本
原
則
を
定
め
て
い
る
。

司
法
権
は
行
政
権
に
由
来
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
穏
健
派
の
手
に
な
る
一
八
四
五
年
憲
法
に
お
い
て
、
第
一
〇
編
の
タ
イ
ト
ル
は

「
司
法
行
政
」（D

e la A
dm
inistración de Justicia

）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
六
年
憲
法
は
、
そ
れ
を
再
び
一
八
三
七
年
憲
法
と
同
じ

「
司
法
権
」（D

el P
oder Judicial

）
に
戻
し
て
い
る
。
こ
れ
は
形
式
的
な
表
記
の
変
更
に
す
ぎ
ず
、
一
八
四
五
年
憲
法
下
の
裁
判
所
の
地

位
・
権
能
に
実
質
的
な
変
更
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
が
、
司
法
権
を
立
法
権
・
行
政
権
か
ら
独
立
し
た
権
力
で
あ
る
べ
き
と
み
る
進
歩

主
義
的
観
念
の
表
れ
と
し
て
の
象
徴
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
も
の
で
は
あ
る
。
こ
の
考
え
方
を
反
映
し
て
、
裁
判
所
に
関
す
る
組
織
法
律

の
基
本
方
針
一
条
は
、「
あ
ら
ゆ
る
職
層
に
お
け
る
司
法
職
は
、
一
切
の
行
政
職
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
、
同
二
条
で
裁

判
官
の
罷
免
事
由
（
①
心
身
の
故
障
に
よ
る
執
務
不
能
、
②
適
格
性
の
欠
如
又
は
裁
判
官
の
威
信
を
貶
め
る
著
し
い
非
行
）
を
厳
格
に
特
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
裁
判
官
の
独
立
性
の
確
保
と
身
分
保
障
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

も
う
一
点
、
司
法
権
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
確
立
す
べ
き
時
期
及

び
方
法
、
並
び
に
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
人
身
保
護
に
対
す
る
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
に
効
果
的
な
保
障
の
程
度
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め

る
」（
七
三
条
）
と
述
べ
て
、
陪
審
制
の
採
用
を
憲
法
上
明
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
陪
審
の
最
も
重
要
な
機
能
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
出
版
犯
罪
の
審
理
で
あ
る
（
三
条
二
項
）。

4　

地
方
制
度

カ
デ
ィ
ス
憲
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
県
（provincia

）
の
区
分
を
前
提
と
し
て
、
一
八
五
六
年
憲
法
は
、
各
県
に
、
国
会
議
員
の
選

（
九
九
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
八

挙
人
と
同
一
の
選
挙
人
に
よ
り
直
接
選
挙
さ
れ
る
県
議
会
（D

iputación

）
を
置
い
て
い
る
（
七
四
条
一
項
）。
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
は
、

一
八
三
七
年
憲
法
の
方
式
を
復
活
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
四
五
年
憲
法
七
四
条
が
県
議
会
に
対
す
る
中
央
政
府
の
関
与
に
言

及
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
一
八
五
六
年
憲
法
七
四
条
二
項
は
、「
県
議
会
は
、
当
該
県
に
固
有
の
利
益
に
係
る
す
べ
て
の
事
項
及
び
法

律
の
定
め
る
市
を
所
管
す
る
」
と
述
べ
、
中
央
政
府
か
ら
の
一
定
の
独
立
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

自
治
へ
の
志
向
は
、
市
（pueblo

）
に
関
す
る
規
定
に
お
い
て
、
い
っ
そ
う
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
市
の
内
政
に
つ

い
て
は
、
治
安
判
事
（alcaldes

）
及
び
参
事
（regidores

）
か
ら
成
る
市
参
事
会
（A

yuntam
iento （29

））
の
み

0

0

を
設
置
す
る
…
…
」（
傍
点
は
筆

者
）
と
述
べ
て
、
市
参
事
会
に
よ
る
団
体
自
治
の
趣
旨
を
強
調
し
、
治
安
判
事
と
参
事
の
選
任
を
、
や
は
り
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
に
委

ね
て
い
る
の
で
あ
る
（
七
五
条
）。

市
参
事
会
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
、
国
会
議
員
の
選
挙
人
名
簿
を
調
製
す
る
が
、
県
議
会
は
、
国
王
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
県
知
事

（G
obernador civil

）
の
必
要
的
介
入
を
得
て
、
こ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
七
七
条
一
項
）
と
さ
れ
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
中
央

政
府
に
よ
る
一
定
程
度
の
関
与
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
選
挙
人
名
簿
の
調
製
又
は
選
挙
に
係
る
行
為
に
お
い
て
、

職
権
濫
用
、
過
誤
又
は
違
法
行
為
が
あ
っ
た
者
に
対
し
て
は
、「
政
府
の
承
認
を
要
せ
ず
に
、
住
民
訴
訟
（acción popular

）
を
提
起
し
、

こ
れ
を
裁
判
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
」（
七
七
条
二
項
）
と
さ
れ
、
自
治
権
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

中
央
・
地
方
の
政
府
間
関
係
に
つ
い
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、
一
般
に
、
穏
健
派
は
フ
ラ
ン
ス
型
中
央
集
権
を
、
進
歩

派
は
イ
ギ
リ
ス
型
地
方
分
権
を
志
向
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
以
後
、
一
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
で
施
行
さ
れ
た
六

つ
の
憲
法
に
表
れ
た
地
方
制
度
は
、
全
体
と
し
て
進
歩
主
義
的
と
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
カ
デ
ィ
ス
憲
法
、
一
八
三
七
年
憲
法
及
び

一
八
六
九
年
憲
法
も
含
め
、
す
べ
て
中
央
集
権
的
傾
向
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
地
方
分
権
的
傾
向
を
も
ち
、
あ
る
い
は
地
方
自
治
を
明
確

（
一
〇
〇
〇
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

五
九

に
定
め
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
布
さ
れ
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

一
八
五
六
年
憲
法
と
、
連
邦
制
を
構
想
し
た
第
一
共
和
制
憲
法
の
草
案

0

0

（
一
八
七
三
年
）
だ
け
で
あ
る
（
30
）

。
日
の
目
を
み
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
れ
ら
二
つ
の
憲
法
が
素
地
を
用
意
し
た
地
方
自
治
は
、
長
い
潜
伏
期

間
を
経
た
後
、
一
九
三
一
年
第
二
共
和
制
憲
法
に
お
い
て
、「
市
及
び
地
域
の
自
治
と
両
立
す
る
統
合
国
家
（E

stado integral

）」

（
一
九
三
一
年
憲
法
一
条
三
項
）
と
し
て
、
突
如
、
開
花
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

5　

国
軍
と
民
兵

カ
デ
ィ
ス
憲
法
以
来
、
軍
に
関
す
る
憲
法
規
定
は
、
国
軍
（fuerza m

ilitar nacional

）
と
各
県
の
民
兵
（M

ilicia N
ational

）
の
二
本
立

て
で
設
け
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
国
軍
に
つ
い
て
、
一
八
五
六
年
憲
法
八
四
条
は
、「
国
会
は
、
毎
年
、
国
王
の
提
案
に
基
づ
い

て
、
陸
海
軍
の
兵
力
を
定
め
る
。
こ
れ
を
定
め
る
法
律
の
承
認
は
、
予
算
承
認
に
先
立
っ
て
こ
れ
を
行
う
」
と
し
て
い
る
。
国
会
が
国
軍

の
規
模
を
決
定
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
、
一
八
三
七
年
憲
法
及
び
一
八
四
五
年
憲
法
に
お
い
て
一
貫
し
て
踏
襲
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
制
憲
議
会
の
主
た
る
関
心
は
、
む
し
ろ
、
民
兵
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、「
議
論
の
あ
い

だ
中
、
進
歩
派
と
民
主
派
は
民
兵
を
全
員
一
致
で
熱
烈
に
支
持
し
た
が
、
そ
れ
は
公
の
秩
序
の
保
障
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
敵
対
階
級
に
対

し
て
自
由
を
擁
護
す
る
要
塞
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
穏
健
派
は
一
丸
と
な
っ
て
民
兵
に
反
対
し
、
こ
れ
を
き
わ
め
て
危
険
な
制
度
と

み
て
い
た
（
31
）

」
か
ら
で
あ
る
。

カ
デ
ィ
ス
憲
法
は
、
各
県
に
そ
の
人
口
や
状
況
に
応
じ
て
住
民
か
ら
成
る
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
民
兵
を
置
く
旨
（
三
六
二
〜
三
六
四
条
）
を

定
め
、「
国
王
は
、
必
要
な
場
合
に
、
当
該
県
の
内
部
で
民
兵
組
織
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
国
会
の
同
意
な
し
に
、
県
外

（
一
〇
〇
一
）



日
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法
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第
八
十
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（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

六
〇

で
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
三
六
五
条
）
と
し
て
、
民
兵
の
扱
い
を
め
ぐ
る
国
王
の
権
限
に
制
限
を
課
し
て
い
た
。
一
八
三
七

年
憲
法
も
同
趣
旨
の
規
定
を
維
持
し
た
が
、
穏
健
派
の
手
に
な
る
一
八
四
五
年
憲
法
で
は
、
民
兵
に
関
す
る
条
項
自
体
が
削
除
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
進
歩
派
主
導
の
一
八
五
六
年
憲
法
で
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
の
民
兵
条
項
を
復
活
さ
せ
る
形
で
、「
各
県
に
民
兵
組
織
を
置
き
、

そ
の
組
織
及
び
職
務
は
法
律
に
基
づ
く
。
国
王
は
、
必
要
な
場
合
に
、
当
該
県
の
内
部
で
民
兵
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
国

会
の
同
意
な
し
に
県
外
で
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
八
五
条
）
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
制
憲
議
会
が
反
動
期
を
迎
え
て
い
た
一
八
五
六
年
六
月
一
八
日
に
成
立
し
た
民
兵
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
は
、
進

歩
派
が
望
む
よ
う
な
形
で
の
民
兵
制
度
の
復
活
を
保
障
す
る
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
同
基
本
方
針
は
、
民
兵
を
民
間
防
衛
組
織
と
し

な
が
ら
、
こ
れ
を
内
務
省
（M

inistro de G
obernación

）
の
管
轄
下
に
置
き
（
一
条
）、
従
来
通
常
裁
判
所
の
管
轄
と
さ
れ
て
い
た
民
兵
隊

員
の
刑
事
裁
判
を
、
戦
時
に
限
定
し
て
で
は
あ
る
が
、
軍
法
会
議
の
管
轄
と
し
た
（
九
条
）。
そ
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
憲
政
史
上
初
め
て
、

国
会
へ
の
速
や
か
な
報
告
を
条
件
に
、「
重
大
な
状
況
に
よ
り
、
民
兵
を
解
散
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
と
き
」
に
民
兵
を
解
散
す

る
権
限
を
中
央
政
府
に
付
与
し
た
の
で
あ
る
（
八
条
）。
こ
う
し
た
状
況
は
ま
さ
に
、「
民
兵
制
度
の
衰
退
の
始
ま
り
（
32
）

」
と
評
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
実
際
そ
の
後
、
民
兵
は
王
令
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
あ
る
い
は
「
自
由
志
願
兵
団
」（V

oluntarios de la libertad

）、「
共
和
国
志

願
兵
団
」（V

oluntarios de la R
epública

）、「
立
憲
君
主
国
志
願
兵
団
」（V

oluntarios de la M
onarquía C

onstitucional

）
な
ど
と
名
称
を

変
え
て
再
登
場
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
実
態
の
な
い
も
の
に
と
ど
ま
り
、
一
八
六
九
年
憲
法
以
降
の
諸
憲
法
で
も
再
び
規
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
一
〇
〇
二
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

六
一

四　

自
由
及
び
権
利
並
び
に
義
務

バ
イ
ヨ
ン
ヌ
憲
法
も
カ
デ
ィ
ス
憲
法
も
、
国
民
の
自
由
及
び
権
利
に
関
す
る
条
項
を
正
文
の
随
所
に
散
り
ば
め
て
い
た
が
、
権
利
宣
言

の
編
を
立
て
て
そ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
の
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
方
式
を
踏
襲
し
つ
つ
、
穏
健
主
義
的
ア

レ
ン
ジ
を
加
え
た
の
が
一
八
四
五
年
憲
法
で
あ
り
、
そ
れ
を
再
び
一
八
三
七
年
憲
法
的
進
歩
主
義
に
引
き
戻
し
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
新
機

軸
を
加
え
て
い
る
の
が
、
一
八
五
六
年
憲
法
第
一
編
「
国
民
及
び
ス
ペ
イ
ン
人
」（
一
〜
一
四
条
）
で
あ
る
。

1　

出
版
の
自
由

一
八
五
六
年
憲
法
三
条
一
項
は
、「
す
べ
て
の
ス
ペ
イ
ン
人
は
、
事
前
の
検
閲
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
法
律
を
遵
守
し
て
、
そ
の
思
想

を
自
由
に
出
版
及
び
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
版
物
は
、
公
表
前
に
こ
れ
を
差
し
止
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
同
二
項
は
、

一
八
三
七
年
憲
法
二
条
二
項
に
あ
っ
た
「
陪
審
員
の
み
に

0

0

0

（exclusivam
ente

）」
と
い
う
限
定
を
は
ず
し
つ
つ
も
、「
出
版
犯
罪
を
審
理
す

る
権
限
は
、
陪
審
員
に
属
す
る
」
と
述
べ
て
、
一
八
四
五
年
憲
法
で
削
除
さ
れ
て
い
た
出
版
犯
罪
の
陪
審
裁
判
を
復
活
さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
出
版
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
一
条
は
、
憲
法
三
条
の
保
障
が
及
ば
な
い
も
の
と
し
て
、
私
生
活
上
の
行
為

に
関
す
る
出
版
物
を
挙
げ
（
一
項
）、
さ
ら
に
、「〔
カ
ト
リ
ッ
ク
の
〕
教
理
に
関
す
る
著
作
物
を
出
版
す
る
た
め
に
は
、
当
地
の
司
教

（O
rdinario

）
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
不
可
欠
の
要
件
と
す
る
」（
二
項
）
と
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
後
者
は
、
憲
法
三
条
が
事
前
の
検

閲
を
禁
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
許
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
処
罰
の
対
象
と
な
る
印
刷
物
と
し
て
、

①
社
会
秩
序
の
転
覆
、
公
の
安
寧
の
攪
乱
、
合
法
的
に
成
立
し
て
い
る
権
力
へ
の
不
服
従
、
又
は
か
か
る
権
力
の
行
使
を
妨
害
す
る
こ
と

（
一
〇
〇
三
）
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六
二

を
煽
動
す
る
も
の
、
②
カ
ト
リ
ッ
ク
教
、
君
主
の
人
格
又
は
尊
厳
、
並
び
に
国
会
の
正
統
性
又
は
品
位
を
貶
め
る
も
の
、
③
外
国
の
君
主

の
人
格
を
侮
辱
し
、
道
徳
、
良
俗
及
び
公
の
品
位
を
侮
辱
及
び
中
傷
し
又
は
こ
れ
ら
を
損
な
う
も
の
を
列
挙
（
四
条
）
し
た
う
え
で
、
こ

れ
ら
に
該
当
す
る
「
出
版
の
自
由
を
濫
用
し
て
な
さ
れ
た
す
べ
て
の
犯
罪
は
、
陪
審
の
管
轄
で
あ
る
」（
七
条
一
項
）
と
定
め
て
い
る
。
ま

た
、
新
聞
に
関
し
て
も
、
体
制
変
革
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
対
す
る
侮
辱
、
君
主
の
人
格
に
対
す
る
攻
撃
、
公
の
品
位
を
損
な
う
も
の
は
、

告
発
の
対
象
と
さ
れ
た
（
八
条
）。
こ
の
よ
う
に
、
基
本
方
針
の
規
定
は
、
罪
刑
法
定
主
義
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
実
質
は
、「
自
由
で

あ
る
旨
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
も
の
そ
れ
自
体
の
行
使
を
憲
法
上
制
限
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
33
）

」。
Ｌ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
・
ア
ヘ
ス
タ
が

「
他
の
ど
の
憲
法
よ
り
も
純
粋
に
、
進
歩
主
義
政
党
の
理
念
を
反
映
し
て
い
る
（
34
）

」
と
断
言
す
る
ほ
ど
急
進
的
で
あ
る
は
ず
の
こ
の
憲
法
で

す
ら
、
こ
の
程
度
の
保
障
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
一
九
世
紀
中
葉
と
い
う
時
代
の
限
界
と
い
う
ほ
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

2　

宗
教
的
寛
容

バ
イ
ヨ
ン
ヌ
憲
法
及
び
カ
デ
ィ
ス
憲
法
は
、
き
わ
め
て
不
寛
容
な
カ
ト
リ
ッ
ク
国
教
制
を
定
め
て
い
た
。
進
歩
派
の
手
に
な
る

一
八
三
七
年
憲
法
は
、
国
教
の
明
示
を
避
け
た
が
、
穏
健
派
の
手
に
な
る
一
八
四
五
年
憲
法
は
、
再
度
カ
ト
リ
ッ
ク
国
教
制
を
謳
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
一
八
五
六
年
憲
法
一
四
条
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
一
一
条
と
同
じ
文
言
で
「
国
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
信
奉
す
る
カ
ト
リ
ッ

ク
教
の
信
仰
及
び
司
祭
を
維
持
及
び
保
護
す
る
義
務
を
負
う
」（
一
項
）
と
定
め
た
う
え
で
、「
た
だ
し
、
い
か
な
る
ス
ペ
イ
ン
人
又
は
外

国
人
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
反
す
る
行
為
を
公
然
と
す
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
宗
教
的
な
意
見
又
は
信
条
を
理
由
に
迫
害
を
受
け
る
こ
と

は
な
い
」（
二
項
）
と
の
文
言
を
付
け
加
え
て
い
る
。
前
述
し
た
出
版
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
四
条
に
該
当
す
る
行
為
、
す
な

わ
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
侮
辱
す
る
よ
う
な
書
物
を
出
版
す
る
等
の
行
為
に
及
ば
な
け
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
宗
教
を
信
仰
す
る
こ

（
一
〇
〇
四
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

六
三

と
は
黙
認
さ
れ
、
処
罰
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
内
心
に
お
け
る
信
仰
の
自
由
は
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ま
だ
完
全
な
信
教
の
自
由
に
ま
で
は
至
ら
な
い
も
の
で
は
あ
る
（
35
）

が
、
ス
ペ
イ
ン
憲
法
史
上
初
め
て
、
国
家
が
宗
教
的
寛
容
を

示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
衝
撃
の
大
き
さ
は
、
一
八
五
六
年
憲
法
の
内
容
を
知
っ
た
ロ
ー
マ
教
皇
庁
が
、
ス
ペ
イ
ン
と

の
間
で
結
ば
れ
た
政
教
条
約
（
一
八
五
一
年
）
に
違
反
す
る
と
み
な
し
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
国
交
を
断
絶
す
る
事
態
に
ま
で
至
っ
た
（
36
）

こ
と
か

ら
も
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
一
八
五
六
年
憲
法
で
の
こ
の
小
さ
な
前
進
は
、
一
八
六
九
年
憲
法
の
信
教
の
自
由
規
定
（
37
）

に
お
い
て
実
を
結

ぶ
こ
と
に
な
る
。

3　

そ
の
他
の
自
由
及
び
権
利
並
び
に
義
務

一
八
五
六
年
憲
法
一
一
条
が
「
単
な
る
政
治
犯
罪
に
は
、
死
刑
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
た
の
は
、
こ
の
憲
法
の
権
利
条
項
に

お
け
る
新
機
軸
で
あ
る
。
政
治
犯
罪
に
限
定
し
て
で
は
あ
る
も
の
の
、「
ス
ペ
イ
ン
憲
法
に
お
け
る
死
刑
廃
止
論
の
最
初
の
勝
利
で
あ
り
、

将
来
の
議
会
で
の
議
論
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
先
例
で
あ
る
（
38
）

」
と
評
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
ス
ペ
イ
ン
の
国
会
で

は
何
度
と
な
く
死
刑
廃
止
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
苛
烈
な
内
戦
や
長
き
に
わ
た
る
フ
ラ
ン

コ
抑
圧
体
制
を
経
験
し
た
こ
と
も
あ
り
、
死
刑
の
全
面
廃
止
は
、
現
行
一
九
七
八
年
憲
法
（
一
五
条
）
の
制
定
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

公
務
就
任
権
を
定
め
る
一
八
五
六
年
憲
法
六
条
は
、
一
八
三
七
年
憲
法
五
条
及
び
一
八
四
五
年
憲
法
五
条
の
趣
旨
に
、
後
段
「
い
か
な

る
公
職
に
も
、
貴
族
の
資
格
を
要
し
な
い
」
の
文
言
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
進
歩
主
義
的
平
等
原
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

「
非
常
事
態
下
で
、
国
家
安
全
保
障
上
、
王
国
全
土
又
は
そ
の
一
部
に
お
い
て
、
前
条
の
規
定
〔
不
法
な
逮
捕
・
拘
禁
か
ら
の
自
由
、

（
一
〇
〇
五
）
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法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

六
四

住
居
の
不
可
侵
〕
の
一
時
的
な
停
止
が
必
要
と
な
る
と
き
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
」
と
す
る
一
八
五
六
年
憲
法
九
条
一
項
は
、

一
八
三
七
年
憲
法
八
条
及
び
一
八
四
五
年
憲
法
八
条
の
趣
旨
に
、
二
項
「
前
項
の
停
止
が
布
告
さ
れ
た
と
き
は
、
停
止
期
間
中
、
当
該
領

域
は
、
事
前
に
制
定
さ
れ
た
治
安
維
持
法
に
よ
り
統
治
さ
れ
る
」、
三
項
「
た
だ
し
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
治
安
維
持
法
そ
の
他
の
法

律
に
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
人
を
王
国
領
土
外
又
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
外
に
追
放
す
る
権
限
を
政
府
に
与
え
て
は
な
ら
な
い
」
の
文
言
を
付
け
加

え
る
こ
と
に
よ
り
、
政
府
に
対
す
る
制
約
を
課
し
て
い
る
。

前
述
し
た
出
版
の
自
由
、
出
版
犯
罪
の
陪
審
裁
判
、
こ
こ
に
列
挙
し
た
政
治
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
の
廃
止
、
公
務
就
任
資
格
に
お
け
る

平
等
、
非
常
時
に
お
け
る
国
外
追
放
の
禁
止
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
精
神
的
自
由
、
身
体
的
自
由
と
い
っ
た
別
個
の
ジ
ャ
ン
ル
の
自
由
権
と

し
て
で
は
な
く
、
す
べ
て
「
広
範
に
及
ぶ
政
治
的
権
利

0

0

0

0

0

の
保
障
を
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
規
定
し
た
（
39
）

」（
傍
点
は
筆
者
）
も
の
と
理
解
す
る

の
が
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
憲
法
の
趣
旨
を
正
し
く
捉
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
の
自
由
及
び
権
利
並
び
に
義
務
の
条
項
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
一
八
三
七
年
憲
法
か
一
八
四
五
年
憲
法
の
焼
き
直
し
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
不
法
な
逮
捕
・
拘
禁
か
ら
の
自
由
（
八
条
）、
住
居
の
不
可
侵
（
同
）、
財
産
没
収
刑
の
禁
止
（
一
二
条
）、
罪
刑
法
定
主
義
・
法

定
手
続
の
保
障
（
一
〇
条
）、
請
願
権
（
四
条
）、
公
用
収
用
の
際
に
相
当
な
補
償
を
受
け
る
権
利
（
一
三
条
）、
そ
し
て
、
国
防
・
納
税
の

義
務
（
七
条
）
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
通
じ
て
、
一
八
五
六
年
憲
法
に
表
れ
た
原
理
や
制
度
に
は
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
新
機
軸
が
見
出
さ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
一
〇
〇
六
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

六
五

こ
の
う
ち
、
後
の
一
八
六
九
年
憲
法
に
お
い
て
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
公
権
力
の
淵
源
と
し
て
の

国
民
主
権
原
理
が
、
制
憲
議
会
の
明
白
な
意
思
の
下
に
、
明
文
規
定
と
し
て
の
復
権
を
み
た
。
②
カ
デ
ィ
ス
憲
法
以
来
模
索
さ
れ
て
き
た

憲
法
の
実
質
的
「
硬
性
」
化
に
寄
与
し
う
る
よ
う
な
、
合
理
的
か
つ
現
実
的
な
憲
法
改
正
手
続
が
初
め
て
定
め
ら
れ
た
。
③
い
ず
れ
の
議

院
も
直
接
選
挙
さ
れ
る
二
院
制
国
会
を
確
立
し
、
部
分
的
に
で
は
あ
れ
、
下
院
の
優
越
を
定
め
た
。
④
普
通
選
挙
制
へ
向
け
て
の
前
進
が

み
ら
れ
た
。
⑤
国
会
に
よ
る
財
政
の
監
督
に
寄
与
し
う
る
会
計
検
査
院
が
初
め
て
設
置
さ
れ
た
。
⑥
国
王
の
恩
赦
権
行
使
に
国
会
に
よ
る

制
限
が
課
せ
ら
れ
た
。
⑦
国
王
の
諮
問
機
関
で
あ
る
枢
密
院
に
、
初
め
て
行
政
裁
判
管
轄
権
が
付
与
さ
れ
た
。
⑧
信
教
の
自
由
の
前
段
階

と
し
て
、
初
め
て
宗
教
的
寛
容
の
態
度
が
示
さ
れ
た
。

一
八
六
九
年
憲
法
に
は
継
承
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
の
先
の
将
来
に
つ
な
が
る
も
の
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
議
会
活
動
の
恒
常
性
・

継
続
性
確
保
に
寄
与
し
う
る
常
設
議
員
団
の
制
度
は
、
現
行
一
九
七
八
年
憲
法
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
②
一
八
五
六
年
憲
法
と

第
一
共
和
制
憲
法
草
案
（
一
八
七
三
年
）
が
素
地
を
用
意
し
た
地
方
自
治
は
、
長
い
潜
伏
期
間
を
経
た
後
、
一
九
三
一
年
第
二
共
和
制
憲

法
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
、
フ
ラ
ン
コ
時
代
に
再
び
潜
伏
し
た
後
、
現
行
一
九
七
八
年
憲
法
の
下
で
、「
自
治
国
家
」（E

stado de las 

A
utonom

ías

）
と
呼
ば
れ
る
、
連
邦
制
に
か
ぎ
り
な
く
近
い
国
家
形
態
を
現
出
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
進
歩
派
が
、
細
目
ま
で
を
憲
法
事
項
と
す
る
カ
デ
ィ
ス
憲
法
方
式
へ
の
執
着
を
捨
て
き
る
こ
と
が
で
き
ず
、
憲
法
正
文

と
附
帯
条
令
の
二
本
立
て
で
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
未
公
布
と
い
う
、
か
え
っ
て
残
念
な
結
果
を
招
い
た
こ
と
は
、
ス
ペ

イ
ン
の
立
憲
政
治
に
大
き
な
教
訓
を
残
し
た
。
二
〇
世
紀
的
社
会
国
家
の
憲
法
で
あ
る
一
九
三
一
年
憲
法
の
分
量
が
一
二
五
か
条
に
と
ど

ま
り
、
一
六
九
か
条
を
数
え
る
現
行
一
九
七
八
年
憲
法
も
わ
ず
か
な
改
正
を
経
て
今
な
お
現
実
政
治
を
有
効
に
規
制
し
得
て
い
る
事
実
を

み
れ
ば
、
こ
の
歴
史
的
教
訓
は
生
か
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
か
。

（
一
〇
〇
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

六
六

（
1
） 

拙
稿
「
ス
ペ
イ
ン
立
憲
主
義
の
曙 

│
一
八
〇
八
年
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
憲
法

│
」
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
『
社
会
科
学
討
究
』
一
二
九

号
（
一
九
九
九
年
一
月
）
参
照
。

（
2
） 
拙
稿
「
ス
ペ
イ
ン
立
憲
主
義
の
成
立 

│
一
八
三
四
年
王
国
組
織
法

│
」
皇
學
館
大
學
人
文
學
會
『
皇
學
館
論
叢
』
二
四
巻
二
号

（
一
九
九
一
年
四
月
）
参
照
。

（
3
） 

拙
稿
「
フ
ラ
ン
コ
時
代
の
基
本
法
体
制
に
お
け
る
国
家
元
首
の
地
位
お
よ
び
権
能
」
日
本
大
学
法
学
部
『
日
本
法
学
』
七
三
巻
三
号

（
二
〇
〇
八
年
二
月
）
参
照
。

（
4
） Joaquín T

om
ás V

illarroya, B
reve h

istoria
 d

el con
stitu

cion
a

lism
o esp

a
ñ

ol (12. a ed
ición

) 

（C
entro de E

studios 

C
onstitucionales, M

adrid, 1997

）, p.76.

（
5
） 

一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
テ
キ
ス
ト
は
、Julio M

ontero 

（ed.

）, C
on

stitu
cion

es y cód
igos políticos españ

oles, 1808-1978 

（E
ditorial A

riel, S
.A
., B
arcelona, 1998

）, pp.103-113; E
nrique T

ierno G
alván, L

eyes políticas españ
olas fu

n
d

am
en

tales (1808-

1978) (2. a ed
ición

) 

（E
ditorial T

ecnos, S
.A
., M
adrid, 1979

）, pp.100-109

を
、
同
憲
法
の
附
帯
条
令
た
る
七
つ
の
基
本
方
針
の
テ
キ
ス
ト
は
、

Isabel C
asanova A

guilar, A
proxim

ación
 a la con

stitu
ción

 n
on

 n
ata d

e 1856 

（U
niversidad de M

urcia, 1985

）
所
収
のA

pendice, 

pp.155-198

を
参
照
し
た
。
ま
た
、
本
稿
で
引
用
す
る
他
の
ス
ペ
イ
ン
歴
代
憲
法
の
条
文
は
、
次
に
列
挙
す
る
拙
稿
に
お
い
て
筆
者
が
邦
訳
を
公
表

し
て
い
る
が
、
本
稿
中
で
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
、
訳
語
・
訳
文
は
適
宜
変
更
し
て
い
る
。「﹇
資
料
﹈（
邦
訳
）
ス
ペ
イ
ン
1
8
1
2
年
憲
法

（
カ
デ
ィ
ス
憲
法
）」『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
一
巻
一
号
（
一
九
九
九
年
）」、「﹇
資
料
﹈（
邦
訳
）
ス
ペ
イ
ン
1
8
0
8
年
憲
法
・

1
8
3
4
年
王
国
憲
章
」『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、「﹇
資
料
﹈（
邦
訳
）
ス
ペ
イ
ン
1
8
3
7
年
憲
法
・

1
8
4
5
年
憲
法
」『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、「﹇
資
料
﹈（
邦
訳
）
ス
ペ
イ
ン
1
8
6
9
年
憲
法
」『
山
梨

大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
四
巻
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）、「﹇
資
料
﹈（
邦
訳
）
ス
ペ
イ
ン
1
8
7
6
年
憲
法
」『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀

要
』
五
巻
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）、「﹇
資
料
﹈（
邦
訳
）
ス
ペ
イ
ン
1
9
3
1
年
憲
法
」『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
六
巻
二
号

（
二
〇
〇
四
年
）、「﹇
資
料
﹈（
邦
訳
）
フ
ラ
ン
コ
時
代
の
基
本
法
（
1
）」『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）、『（
参

憲
資
料
第
6
号
）
ス
ペ
イ
ン
憲
法
概
要
』（
参
議
院
憲
法
調
査
会
事
務
局
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
一
〇
〇
八
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

六
七

（
6
） 

一
八
三
七
年
憲
法
の
前
文
に
は
、「
国
民
が

0

0

0

、
そ
の
主
権
を
行
使
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一
八
一
二
年
三
月
一
九
日
に
カ
デ
ィ
ス
に
お
い
て
公
布
さ
れ
た
政
治

憲
法
を
見
直
す
こ
と
は
、
国
民
の
意
思
で
あ
る
の
で
、
国
会

0

0

（C
ortes generales

）
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
集
会
し
、
以
下
の
ス
ペ
イ
ン
王
国

憲
法
を
規
定
し
裁
可
す
る

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
は
筆
者
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
同
憲
法
は
、
形
式
上
、
国
民
主
権
の
カ
デ
ィ
ス
憲
法
を
改
正
し
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
一
般
に
、
国
民
主
権
の
憲
法
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
八
三
七
年
の
国
会
は
、
あ
く
ま
で
抽
象
的
観
念
と
し
て
の
国
民
主
権

を
放
棄
し
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
Ｌ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
・
ア
ヘ
ス
タ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
国
民
主
権
は
、
歴
史
的
デ
ー
タ
で
は
あ
り
得

て
も
、
統
治
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
な
け
れ
ば
、
法
的
な
帰
結
が
導
き
出
さ
れ
る
よ
う
な
規
定
で
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。L

uis 

S
ánchez A

gesta, H
istoria d

el con
stitu

cion
alism

o españ
ol (1808-1936) (4. a ed

ición
 revisad

a y am
pliad

a) 

（C
entro de E

studios 

C
onstitucionales, M

adrid, 1984

）, p.215.

さ
ら
に
、
前
文
の
直
前
に
置
か
れ
た
国
王
（
女
王
）
イ
サ
ベ
ル
二
世
（
こ
の
時
点
で
は
未
成
年
の
た
め
、
摂
政
マ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
と
の

連
名
）
に
よ
る
公
布
勅
語
は
、「
…
…
こ
れ
を
見
て
理
解
す
る
す
べ
て
の
者
に
、
国
会
が
以
下
の
よ
う
に
規
定
及
び
裁
可
し
、
朕
も
同
じ
く
承
認
し

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

こ
と
を
知
ら
し
む
」（
傍
点
は
筆
者
）
と
述
べ
、
国
王
の
意
思
の
介
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
の
復
活
・
改
正
と
い
う
形
式

を
と
り
な
が
ら
、
同
憲
法
所
定
の
改
正
手
続
を
踏
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
も
、
フ
ラ
ン
ス
一
八
三
〇
年
憲シ

ャ
ル
ト章

や
ベ
ル
ギ
ー
一
八
三
一
年
憲
法
の
影

響
を
強
く
受
け
、「
事
実
上
、
新
憲
法
の
制
定
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
」（
拙
稿
「
ス
ペ
イ
ン
憲
法
史
の
座
標
」
憲
法
政
治
学
研
究
会
編
『
近
代
憲

法
へ
の
問
い
か
け
』
成
蹊
堂
、
一
九
九
九
年
、
一
四
二
〜
一
四
三
頁
）
と
評
す
る
ほ
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
な
に
よ
り
主
権
の
所
在
を
明
示
す
る
条

項
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
少
な
く
と
も
一
八
三
七
年
憲
法
が
国
民
主
権
原
理
を
積
極
的
に
承
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
い
が
た
い
で

あ
ろ
う
。

（
7
） 

拙
稿
「
憲
法
九
六
条
改
正
の
正
当
性
」
憲
法
学
会
『
憲
法
研
究
』
四
六
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
一
七
日
）
九
九
〜
一
〇
〇
頁
参
照
。

（
8
） 

Ａ
・
パ
ー
チ
ェ
著
／
井
口
文
男
訳
『
憲
法
の
硬
性
と
軟
性
』（
有
信
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
頁
に
、J. M

. S
em
pere

の
見
解
と
し
て
引
用
。

な
お
、
同
書
の
な
か
で
は
、
改
正
手
続
条
項
を
含
ま
な
い
憲
法
は
「
石
化
し
た
」
憲
法
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
9
） A

ntonio C
olom

er V
iadel, L

os liberales y el orígen
 d

e la m
on

arqu
ía parlam

en
taria en

 E
spañ

a 

（B
iblioteca U

niversitaria, 

M
adrid, 1988

）, p.161.

（
一
〇
〇
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

六
八

（
10
） 

ス
ペ
イ
ン
の
他
の
歴
代
諸
憲
法
に
も
た
び
た
び
み
ら
れ
るlas C

ortes con el R
ey

と
い
う
表
現
は
、
正
確
に
訳
す
れ
ば
「
国
王
と
と
も
に
あ

る
国
会
」
で
あ
り
、K

ing in parliam
ent

と
い
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
流
議
会
主
権
思
想
の
影
響
を
受
け
た
「
主
権
共
有
」（soberanía com

partida

）

の
観
念
を
意
味
し
て
い
る
。

（
11
） 
カ
デ
ィ
ス
憲
法
の
改
正
手
続
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
「
憲
法
が
完
全
に
施
行
さ
れ
た
後
、
八
年
が
経
過
す
る
ま
で
は
、
憲
法
の
い
ず
れ
の

条
文
に
つ
い
て
も
修
正
、
追
加
又
は
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
三
七
五
条
）。
②
「
憲
法
の
い
ず
れ
か
の
条
項
の
改
正
の
提
案
は
、
文

書
に
よ
り
行
わ
れ
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
二
〇
名
の
国
会
議
員
の
支
持
及
び
署
名
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
三
七
七
条
）。
③
「
改
正
案
は
、

読
会
か
ら
読
会
の
間
に
六
日
の
間
隔
を
お
い
て
、
三
回
査
読
さ
れ
る
。
三
回
目
の
査
読
の
後
、
こ
れ
を
会
議
に
付
す
る
理
由
が
あ
る
か
否
か
が
審
議

さ
れ
る
」（
三
七
八
条
）。
④
「
会
議
に
付
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
後
、
法
律
の
制
定
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
同
様
の
形
式
及
び
手
続
の
下

で
、
審
議
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
後
、
次
の
国
会
の
常
会
に
お
い
て
新
た
に
取
り
扱
う
理
由
が
あ
る
旨
可
決
さ
れ
る
た
め
に
は
、
投
票
の
三
分
の
二
の

賛
成
を
必
要
と
す
る
」（
三
七
九
条
）。
⑤
「
次
の
立
法
期
の
常
会
は
、
細
部
に
わ
た
る
ま
で
同
様
の
手
続
を
経
て
、
そ
の
二
年
の
会
期
の
い
つ
に
て

も
、
投
票
の
三
分
の
二
の
賛
成
を
得
て
、
改
正
を
行
う
た
め
の
特
別
の
権
限
を
授
与
す
る
理
由
の
あ
る
旨
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
三
八
〇
条
）。

⑥
「
こ
の
宣
言
が
な
さ
れ
た
後
、
宣
言
は
す
べ
て
の
県
に
公
示
さ
れ
、
通
知
さ
れ
る
。
国
会
は
、
宣
言
の
な
さ
れ
た
時
期
に
応
じ
て
、
そ
の
直
後
の

立
法
期
の
国
会
が
特
別
の
権
限
を
保
持
す
べ
き
で
あ
る
の
か
、
そ
の
ま
た
次
の
立
法
期
の
国
会
が
特
別
の
権
限
を
保
持
す
べ
き
で
あ
る
の
か
を
決
定

す
る
」（
三
八
一
条
）。
⑦
「
こ
の
特
別
の
権
限
は
、
県
選
挙
会
に
よ
り
授
与
さ
れ
る
。
以
下
の
条
項
が
、
通
常
の
権
限
に
付
け
加
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、『
同
様
に
、
国
会
の
布
告
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
以
下
の
よ
う
な
憲
法
改
正
（
こ
こ
に
は
布
告
の
文
言
）
を
行
う
た
め
の
特
別
の
権
限
を
授
与

す
る
。
す
べ
て
は
憲
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
う
。
そ
し
て
、
有
効
に
制
定
さ
れ
た
事
項
を
承
認
し
、
合
憲
で
あ
る
と
み
な
す
義
務
を
負
う
』」

（
三
八
二
条
）。
⑧
「
提
案
さ
れ
た
改
正
は
、
新
た
に
審
議
さ
れ
、
国
会
議
員
の
三
分
の
二
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
と
き
、
憲
法
的
法
律
と
な
り
、
憲
法

的
法
律
と
し
て
、
国
会
に
お
い
て
公
示
さ
れ
る
」（
三
八
三
条
）。
⑨
「
議
員
団
は
、
改
正
の
布
告
を
国
王
に
提
出
し
、
国
王
は
、
王
国
の
す
べ
て
の

権
力
機
関
及
び
市
に
こ
れ
を
公
示
し
、
配
布
す
る
」（
三
八
四
条
）。

（
12
） 

通
常
の
法
律
案
の
場
合
と
の
差
異
は
、
議
決
要
件
で
は
な
く
、
定
足
数
要
件
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
案
の
場
合
も
憲
法
改

正
案
の
場
合
も
、
議
決
要
件
は
投
票
の
過
半
数
だ
が
、
法
律
案
を
議
決
す
る
場
合
の
定
足
数
は
総
議
員
の
過
半
数
で
足
り
る
（
三
九
条
）。

（
一
〇
一
〇
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

六
九

（
13
） 

一
八
六
九
年
憲
法
の
改
正
手
続
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
「
国
会
は
、
み
ず
か
ら
、
又
は
国
王
の
提
案
に
基
づ
い
て
、
憲
法
を
改
正
す
る
こ

と
を
決
定
し
、
改
正
す
べ
き
条
項
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
一
一
〇
条
）。
②
「
憲
法
の
改
正
が
宣
言
さ
れ
た
後
、
国
王
は
上
院
及
び
下
院
を

解
散
し
、
新
た
な
国
会
を
召
集
す
る
。
こ
の
国
会
は
、
三
か
月
以
内
に
集
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
召
集
通
知
に
は
、
前
条
に
定
め
る
国
会
の
決

議
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
一
一
条
）。
③
「
こ
の
国
会
は
、
憲
法
改
正
に
関
す
る
審
議
の
み
を
行
う
憲
法
制
定
議
会
の
性
格
（el 

carácter de C
onstituyentes

）
を
有
し
、
そ
の
後
引
き
続
き
、
通
常
の
国
会
（C

ortes ordinarias

）
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
な
る
。
／
国
会

が
憲
法
制
定
議
会
で
あ
る
間
は
、
い
ず
れ
の
議
院
も
、
こ
れ
を
解
散
し
て
は
な
ら
な
い
」（
一
一
二
条
）。

（
14
） base

は
、
法
律
（ley

）
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
規
定
を
法
律
上
具
体
化
す
る
際
の
指
針
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
述
形
式
も
、
法

律
の
よ
う
に
「
第
○
○
条
」（A

rtículo ...

）
で
は
な
く
、「（
原
則
の
）
第
○
○
」
と
い
う
序
数
で
表
記
さ
れ
た
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
複
数
の
文
が
詰

め
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
現
在
の
ス
ペ
イ
ン
で
行
わ
れ
て
い
る
法
律
の
区
分
の
う
ち
、
内
閣
へ
の
立
法
の
委
任
の
目
的
及
び
範

囲
並
び
に
委
任
立
法
権
を
行
使
す
る
際
に
遵
守
す
べ
き
原
則
及
び
基
準
を
定
め
る
法
律
で
あ
るley de bases

に
「
基
本
方
針
法
」
の
訳
語
を
充
て

る
も
の
が
あ
る
（
山
田
信
彦
編
著
『
ス
ペ
イ
ン
語
法
律
用
語
辞
典
』
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
〇
頁
）
こ
と
か
ら
、
法
律
と
の
区
別
を
明
確
に
す

る
た
め
、
本
稿
で
はbase

に
「
基
本
方
針
」
の
訳
語
を
用
い
る
一
方
、
序
数
で
表
記
さ
れ
て
い
る
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
番
号
は
、
便
宜
上
、「
○
○

条
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
15
） cláusula adicional

で
あ
れ
ば
訳
語
は
「
附
帯
条
項
」
で
よ
い
が
、acta

は
各
種
法
令
を
指
す
一
般
的
な
用
語
で
あ
る
こ
と
と
、
日
本
の
地

方
公
共
団
体
が
制
定
す
る
条
例
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
はacta adicional

に
「
附
帯
条
令

0

0

」
の
訳
語
を
充
て
て
い
る
。

（
16
） 

組
織
法
律
（ley orgánica

）
の
語
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
るloi organique

に
相
当
す
る
も
の
で
、
憲
法
に
次
ぐ
最
高
ラ
ン
ク
に
位
置
す
る

憲
法
附
属
法
の
性
格
を
も
つ
法
律
を
意
味
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
「
組
織
法
」
の
訳
語
を
用
い
て
き
た
が
、ley orgánica

は
必
ず
し
も

「
組
織
」
に
関
す
る
規
範
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
法
律
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
憲
法
と
同
等
の
地
位
を
も
つ

base

と
い
う
規
範
と
の
区
別
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
はley orgánica

に
「
○
○
組
織
法
」
で
は
な
く
、「
○
○
に

関
す
る
組
織
法
律
」
と
い
う
表
記
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

（
17
） Isabel C

asanova A
guilar, A

proxim
ación

 a la con
stitu

ción
 n

on
 n

ata d
e 1856 

（U
niversidad de M

urcia, 1985

）, p.24.

（
一
〇
一
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

七
〇

（
18
） B

artrom
é C
lavero, M

an
u

al d
e h

istoria con
stitu

cion
al d

e E
spañ

a 

（A
lianza E

ditorial, M
adrid, 1989

）, p.85.
（
19
） T

om
ás V
illarroya, op. cit., p.76.

（
20
） C

asanova A
guilar, op. cit., p.24.

（
21
） 
一
八
四
五
年
憲
法
一
五
条
は
、
年
齢
こ
そ
三
〇
歳
以
上
だ
が
、
い
ず
れ
か
の
議
院
の
議
長
、
三
期
務
め
た
上
院
議
員
又
は
下
院
議
員
、
大
臣
、

枢
密
顧
問
、
大
司
教
、
司
教
、
ス
ペ
イ
ン
大
公
、
陸
海
軍
大
将
、
陸
海
軍
中
将
、
大
使
、
全
権
公
使
、
最
高
裁
判
所
の
長
官
・
裁
判
官
・
検
事
で
、

三
〇
、〇
〇
〇
レ
ア
ー
ル
の
所
得
の
あ
る
者
と
、
六
〇
、〇
〇
〇
レ
ア
ー
ル
の
所
得
の
あ
る
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ャ
公
爵
、
八
、〇
〇
〇
レ
ア
ー
ル
の
直
接

税
を
納
め
、
か
つ
、
上
院
議
員
、
下
院
議
員
、
県
議
会
議
員
、
大
都
市
の
治
安
判
事
、
商
業
評
議
会
長
、
商
事
裁
判
所
長
の
経
歴
を
も
つ
者
に
し
か
、

上
院
議
員
の
被
選
資
格
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。

（
22
） C

asanova A
guilar, op. cit., pp.73-74.

（
23
） 

カ
デ
ィ
ス
憲
法
一
二
八
条
は
、
不
逮
捕
特
権
で
は
な
く
、「
…
…
国
会
議
員
が
訴
追
さ
れ
た
刑
事
事
件
に
つ
い
て
は
、
国
会
議
員
は
、
国
会
の

議
院
規
則
に
定
め
る
方
法
及
び
形
式
に
従
っ
て
、
国
会
内
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
の
み
、
こ
れ
を
裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
」
と
定
め
て
、
国

会
議
員
に
対
す
る
刑
事
裁
判
の
権
限
自
体
を
通
常
の
司
法
裁
判
所
か
ら
剥
奪
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
意
味
で
は
議
院
の
自
律
権
に
近
い
枠
組
の
な

か
で
自
由
な
議
員
活
動
を
保
障
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

（
24
） C

asanova A
guilar, op. cit., p.66.

（
25
） 

こ
の
規
定
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
一
八
三
七
年
憲
法
三
三
条
に
、「
た
だ
し
、
上
院
が
大
臣
を
裁
判
す
る
場
合

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」（
傍
点
は

筆
者
）
と
あ
っ
た
よ
う
に
、「
司
法
的
権
能
」
と
は
、
第
一
に
、
一
八
五
六
年
憲
法
四
一
条
四
号
に
い
う
大
臣
の
弾
劾
裁
判
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を

受
け
、
両
院
間
の
関
係
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
は
、
冒
頭
で
「
両
院
関
係
は
、
一
八
三
七
年
七
月
一
九
日
の
法
律
に
よ
り
、
こ
れ
を
規
定

す
る
」
旨
を
確
認
し
、
そ
の
一
二
条
で
「
下
院
が
大
臣
を
裁
判
す
る
旨
宣
言
し
た
と
き
は
、
下
院
は
、
上
院
に
対
し
て
訴
追
を
行
う
下
院
議
員
を
選

任
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
第
二
に
、
裁
判
所
に
関
す
る
組
織
法
律
の
基
本
方
針
一
七
条
が
「
職
務
遂
行
上
、
違
法
行
為
を
し
た
最
高
裁
判
所

の
裁
判
官
及
び
検
察
官
は
、
司
法
裁
判
所
と
し
て
の
上
院
に
よ
り
裁
判
さ
れ
る
」
と
定
め
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判
官
の
弾
劾
裁
判
も
上
院
の
司
法
的

権
能
で
あ
る
。

（
一
〇
一
二
）



ス
ペ
イ
ン
一
八
五
六
年
「
未
公
布
」
憲
法
の
憲
法
史
的
意
義
（
池
田
）

七
一

（
26
） F

rancisco F
ernández S

egado, L
as con

stitu
cion

es h
istóricas españ

olas (U
n

 an
álisis h

istórico-ju
ríd

ico) 

（4. a edición 

revisada, am
pliada y corregida

） （E
ditoial C

ivitas, S
.A
., M
adrid, 1986

）, p.253.
な
お
、
こ
こ
に
い
う
ブ
ラ
ボ
・
ム
リ
ー
ジ
ョ
は
、
一
八
五
一
年
一
月
に
首
相
と
な
っ
た
、
き
わ
め
て
保
守
的
な
穏
健
派
指
導
者
で
あ
り
、

一
八
四
五
年
憲
法
を
さ
ら
に
保
守
的
に
改
正
す
る
案
を
提
示
し
た
者
で
あ
る
。
そ
の
際
の
趣
旨
説
明
で
は
、「〔
国
会
で
の
〕
審
議
の
非
公
開
を
定
め

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
開
性
に
つ
き
も
の
の
、
虚
栄
心
か
ら
く
る
動
機
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
法
律
制
定
の
時
間
の
節
約
に
な
り
、
法
律
は
完
全
な
も

の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。Iñigo C

avero L
ataillade, T

om
ás Z

am
ora R

odríguez, C
on

stiticion
alism

o 

H
istórico d

e E
spañ

a 
（E

ditorial U
niversitas, S

.A
., M
adrid, 1995

）, p.153.

（
27
） C

asanova A
guilar, op. cit., pp.57-58.

（
28
） 

た
だ
し
、
一
八
三
四
年
王
国
憲
章
（
三
条
四
号
）
や
一
八
四
五
年
憲
法
（
一
五
条
）
は
、
貴
族
院
（
上
院
）
議
員
の
被
任
命
資
格
と
の
関
連
で

枢
密
顧
問
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
枢
密
院
の
存
在
を
間
接
的
に
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
筆
者
がC

onsejo de E
stado

に
直
訳
的
な
「
国
務

院
」
な
ど
で
は
な
く
「
枢
密
院
」
の
語
を
充
て
る
の
は
、
現
代
中
国
の
国
家
機
関
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
と
、
旧
体
制
・
絶
対
君
主
制
の
下
で
は
、

国
王
の
私
的
諮
問
機
関
と
い
う
意
味
で
ま
さ
に
「
枢
密
院
」
と
い
っ
て
よ
い
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
枢
密
院
の
歴
史
的
沿
革
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
ス
ペ
イ
ン
の
枢
密
院
（
上
） 

│
そ
の
歴
史
的
経
緯
と
現
行
法
制

│
」『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
四
八
号
（
一
九
九
七
年
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
） A

yuntam
iento

は
、
こ
ん
に
ち
、「
市
町
村
議
会
」
あ
る
い
は
「
市
町
村
役
場
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
日
本
の
よ
う
に
市
・

町
・
村
と
い
っ
た
行
政
区
分
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
カ
デ
ィ
ス
憲
法
以
後
一
九
世
紀
のA

yuntam
iento

は
、
立
法
・
行
政
よ
り
も
む
し
ろ
司
法

的
機
能
を
主
に
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、A

yuntam
iento

に
は
「
市
参
事
会
」
の
訳
語
を
充
て
、alcaldes

も
独
任
制
の
市
町
村
長
で
は
な
い
の
で

「
治
安
判
事
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
30
） F
rancisco Javier G

arcía F
ernández, E

duardo E
spín T

em
plado, E

squ
em

as d
el con

stitu
cion

alism
o españ

ol (1808-1976) 

（F
acultad de D

erecho, U
niversidad C

om
plutense, M

adrid, 1976

）, pp.46-64.

（
31
） C

asanova A
guilar, op. cit., pp.92-93.

（
一
〇
一
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

七
二

（
32
） 

Ibid
., p.95.

（
33
） C

lavero, op. cit., p.90.
（
34
） S

ánchez A
gesta, op. cit., p.247.

（
35
） 
Ｉ
・
カ
サ
ノ
バ
・
ア
ギ
ラ
ー
ル
は
、
制
憲
議
会
の
議
事
録
を
検
証
し
、
一
八
五
六
年
憲
法
が
完
全
な
信
教
の
自
由
を
定
め
る
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
歴
史
的
理
由
を
、
概
略
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
第
一
に
、
政
府
の
支
持
の
欠
如
で
あ
る
。
つ
ま
り
政
府
は
信
教
の
自
由
の
原
理
を
明

白
に
承
認
す
る
こ
と
に
は
反
対
だ
っ
た
。
第
二
に
、
進
歩
主
義
政
党
内
の
不
和
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
条
件
づ
け
た
状
況
は
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
進
歩
派
主
導
の
委
員
会
が
、
教
会
に
敵
対
し
す
ぎ
な
い
こ
と
を
望
み
、
折
衷
主
義
的
な
基
本
方
針
を
提
案
し
た
こ
と
、
②
聖
職
者
を
バ
ッ
ク
に
つ

け
て
い
た
カ
ル
リ
ス
タ
の
脅
威
が
去
ら
な
い
状
況
か
ら
、
進
歩
派
議
員
の
一
部
が
信
教
の
自
由
の
導
入
は
時
期
尚
早
と
考
え
た
こ
と
で
あ
る
。

C
asanova A

guilar, op. cit., pp.104-105.

（
36
） José F

ernando M
erino M

erchán, R
egím

en
es h

istóricos españ
oles 

（E
ditorial T

ecnos, S
.A
., M
adrid, 1988

）, p.109.

（
37
） 

一
八
六
九
年
憲
法
二
一
条
「
①
国
民
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
信
仰
及
び
司
祭
を
維
持
す
る
義
務
を
負
う
。
②
公
然
と
又
は
秘
密
裡
に
他
の
宗
教

を
信
仰
す
る
こ
と
は
、
道
徳
及
び
法
の
普
遍
的
法
則
を
こ
え
る
制
限
を
課
す
こ
と
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
外
国
人
に
こ
れ
を
保
障

す
る
。
③
ス
ペ
イ
ン
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
以
外
の
宗
教
へ
の
信
仰
を
表
明
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
を
す
べ
て
準
用
す
る
」。

（
38
） C

asanova A
guilar, op. cit., pp.97-98.

（
39
） Jordi S

olé T
ura, E

liseo A
ja, C

on
stitu

cion
es y períod

os con
stitu

yen
tes en

 E
spañ

a (1808-1936) (17. a ed
ición

) 

（S
iglo X

X
I 

editores, M
adrid, 1997

）, p.50.

（
一
〇
一
四
）
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